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▲審査の様子
（松本審査員＝右＝と中嶋審査員＝左＝）

ささささくくくくららららととととりりりりどどどどりりりり
写真コンクール受賞作品決まる

☆次号は6月20日（金）に発行します。☆

平
成
18
年
に
つ
く
ら

れ
た
国
の
食
育
推
進
基

本
計
画
を
継
続
的
に
展

開
す
る
た
め
、
毎
年
６

月
を
「
食
育
月
間
」、
毎

月
19
日
を
「
食
育
の
日
」

に
し
ま
し
た
。

区
で
も
「
ち
よ
だ
食
育

ガ
イ
ド
」
を
作
成
し
食
育

推
進
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

皆
さ
ん
も
身
近
な
食
育

を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

こ
の
期
間
中
、
国
や

区
で
は
食
育
に
関
連
し
た
イ
ベ
ン

ト
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
ち
よ
だ
食
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

食
育
に
関
心
の
あ
る
個
人
や
団

体
が
、
お
互
い
に
情
報
交
換
、
交

流
、
活
動
を
通
じ
区
の
食
育
を
推

進
し
ま
す
。

http://w
w
w
.city.chiyoda.lg.

jp/service/00093/d0009311.

htm
l

■
食
育
出
前
講
座

P
T
A
、
町
会
、
仲
良
し
グ
ル

ー
プ
等
、
区
に
関
係
の
あ
る
10
名

以
上
が
集
ま
っ
た
ら
、
楽
し
く
食

育
を
。「
ち
よ
だ
食
育
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
を
活
用
し
、
そ
ば
打
ち
、

魚
の
さ
ば
き
方
、
バ
ラ
ン
ス
の
良

い
食
事
等
さ
ま
ざ
ま
な
講
師
を
派

遣
し
て
一
緒
に
食
を
学
び
ま
す
。

■
千
代
田
区
地
域
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ち
よ
っ

ピ
ー

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
気

軽
に
「
食
」
に
関
す
る
話
を
し
ま

せ
ん
か
。「
ち
よ
だ
食
育
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

h
ttp
s://w

w
w
.sn
s.m
m
-

chiyoda.jp

■
父
と
子
の
わ
く
わ
く
料
理
教
室

区
内
小
学
生
（
３
年
生
以
上
）

と
そ
の
父
親
の
親
子
で
楽
し
く
料

理
を
し
ま
す（
募
集
は
終
了
）。

■
消
費
者
の
部
屋（
農
林
水
産
省
）

特
別
展
示
開
催
―Let's

食
育
―

と
き

６
月
16
日
（月）
〜
27
日
（金）

①
月
＝
12
時
〜
17
時
②
火
・

水
・
木
＝
10
時
〜
17
時
③
金
＝

10
時
〜
13
時
④
土
・
日
＝
休
み

会
場

農
林
水
産
省
中
央
合
同
庁

舎
１
号
館
北
別
館
「
消
費
者
の

部
屋
」（
霞
が
関
１
―
２
―
１

1
３
５
９
１
―
６
５
２
９
）

■
我
が
家
の
自
慢
料
理
募
集

広
報
千
代
田
６
月
20
日
号
で
詳

し
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
千
代
田
保
健
所
１
階
入
口
（
神

田
錦
町
３
―
10
）
に
食
事
バ
ラ

ン
ス
ガ
イ
ド
フ
ー
ド
モ
デ
ル
＝

写
真
＝
展
示
中
。

問
合
せ

健
康
推
進
課
食
育
推
進

主
査
1
３
２
９
１
―
３
６
４
９

６
月
は
食
育
月
間

身
近
な
イ
ベ
ン
ト
続
々
―

恒例になった千代田のさくら写真コンクール。今年

も662点の力作が寄せられ、審査の結果、グランプリ

１点、区長賞１点、準グランプリ２点など合計52点の

入賞・入選作品が決まりました。受賞者と作品展の日

程は12面をご覧ください。

問合せ　千代田区文化芸術協会　15214―1007

▲グランプリ（千代田区文化芸術協会会長賞）「オアシス」伊
い

藤
とう

晃
ひかる

さん
★講評★
斬新
ざんしん

なカメラアングル。大都会のオアシスが浮き彫りになったようで素晴らしい。
撮影時間帯が良く、千鳥ケ淵のボートと遠景のビル街とのマッチングがグランプリにふ

さわしい作品となっている。
まるでジオラマを見ているような不思議な写真です。まさにタイトルのように都会の中

の自然が表現されています。超広角レンズの表現方法を熟知している写真技術と感性がマ
ッチした素晴らしい作品です。

区長賞　「いたずらっ子」今
いま

泉
いずみ

三
みつ

男
お

さん
★講評★
皇居大手門付近だろうか。白鳥が鯉

こい

を追いかける瞬間が見事にとらえられている。詩の
ある写真で、美しく水ぬるむ色調と空気感がなによりも素敵だ。素直なショットが成功の
カギである。

▲
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中
国
四
川
省
の
大
地
震
で
は
、
学

校
倒
壊
で
多
く
の
幼
い
命
が
犠
牲
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
計
画
で
は
、
区

立
小
・
中
学
校
の
耐
震
化
率
100
％
を

平
成
20
年
度
中
に
達
成
し
ま
す
。

計
画
の
期
間
　
平
成
27
年
度
ま
で
を

計
画
期
間
と
し
、
お
お
む
ね
３
年

後
に
検
証
を
行
い
ま
す
。

計
画
の
対
象
区
域
・
対
象
建
築
物

区
全
域
を
対
象
に
、
昭
和
56
年
５

月
31
日
以
前
に
建
築
し
た
図
表
２

の
建
物
で
す
（
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、

昭
和
56
年
６
月
１
日
以
降
に
建
築

さ
れ
た
も
の
も
対
象
に
し
ま
す
）。

耐
震
化
率
の
現
状
と
目
標

図
表
３

の
と
お
り
で
す
。

特
徴

①
住
宅
の
耐
震
化
率
の
目
標
を
国
よ

り
高
く
設
定
し
ま
し
た
（
国
は
90

％
）。

②
生
活
の
基
盤
で
あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン

は
、
建
築
年
次
を
問
わ
ず
計
画
の

対
象
に
し
ま
し
た
。

民
間
建
物
の
耐
震
化
の
取
組
方
針

・
耐
震
化
は
、
建
物
所
有
者
の
自
主

的
な
取
組
み
を
基
本
に
し
ま
す
。

・
生
活
の
基
盤
に
な
る
マ
ン
シ
ョ
ン

や
地
震
時
に
閉
そ
く
（
ふ
さ
が
れ

る
こ
と
）
を
防
ぐ
べ
き
道
路
＝
図

表
１
＝
の
沿
道
に
あ
る
建
物
の
耐

震
改
修
を
重
点
的
・
積
極
的
に
支

援
し
ま
す
。

・
区
は
建
物
所
有
者
の
耐
震
化
へ
の

取
組
み
に
対
し
て
技
術
的
、
財
政

的
に
支
援
し
ま
す
＝
図
表
４
＝
。

地
震
時
に
閉
そ
く
を
防
ぐ
べ
き
道
路

の
沿
道
に
あ
る
建
築
物
の
耐
震
化
へ

の
取
組
方
針

・
地
震
発
生
時
に
お
け
る
避
難
経
路

の
確
保
や
救
援
物
資
の
運
搬
経
路

を
確
保
す
る
た
め
、
地
震
で
建
築

物
が
倒
壊
し
ふ
さ
が
れ
る
こ
と
を

防
ぐ
べ
き
道
路
と
し
て
、
東
京
都

地
域
防
災
計
画
に
定
め
る
緊
急
輸

送
道
路
を
指
定
し
ま
す
。

・
沿
道
の
建
築
物
に
対
し
て
、
重
点

的
に
指
導
・
指
示
や
支
援
・
助
成

を
行
い
ま
す
。

※
「
千
代
田
区
耐
震
改
修
促
進
計
画
」

は
、
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
区
役
所
２

階
／
日
・
祝
を
除
く
）、
建
築
指

導
課
（
区
役
所
５
階
／
土
・
日
・

祝
を
除
く
）、
出
張
所
、
区
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http

://w
w
w
.city

.

chiyoda.lg
.jp

）
で
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。
ま
た
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は

こ
れ
ら
の
窓
口
で
配
布
し
て
い
ま

す
。

▼
建
築
物
の
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修

助
成

マ
ン
シ
ョ
ン
や
木
造
以
外
の
オ
フ

ィ
ス
・
店
舗
な
ど
の
建
築
物
の
耐
震

診
断
や
改
修
を
行
う
と
き
、
そ
の
費

用
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

耐
震
診
断
助
成

図
表
５
の
と
お
り

耐
震
改
修
助
成

図
表
６
の
と
お
り

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
場
合
は
、
管

理
組
合
の
総
会
で
、
耐
震
診
断
や
工

事
の
実
施
に
つ
い
て
議
決
し
、
予
算

措
置
を
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

▼
木
造
住
宅
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修

助
成

高
齢
者
等
が
お
住
ま
い
の
木
造
住

千代田区コールセンター　3264ー3910
サンキューイーワ

区
内
建
築
物
の
耐
震
化
へ
の
取
組
み

区
は
、
大
地
震
等
の
被
害
か
ら
区
民
の
生
命
・
財
産
を
守
り
、
地
震
に
強
く
安
全
で
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
に
「
耐
震
改
修
促
進
計
画
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
区
内
の
建
築
物
の
耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
を
計
画
的
に
進
め
る
た

め
、
各
種
の
助
成
制
度
を
つ
く
り
ま
し
た
。

問
合
せ

建
築
指
導
課
建
築
審
査
主
査
（
構
造
担
当
）
1
５
２
１
１
―
４
３
１
０

開
発
指
導
主
査

1
５
２
１
１
―
３
６
１
１

耐
震
改
修
促
進
計
画
を
作
成

靖国神社 

市ケ谷駅 
神田駅 神田駅 

御茶ノ水駅 

水道橋駅 水道橋駅 

飯田橋駅 
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蔵前橋通り 

秋葉原駅 秋葉原駅 

皇居 

東京駅 

有楽町駅 有楽町駅 

靖国
通り 

靖国通り 

目
白
通
り
 

白
山
通
り
 

中
央
通
り
 

靖国通り 

内
堀
通
り
 内堀通り 

内
堀
通
り
 

永代通り 

晴海通り 

晴海通り 

六
本
木
通
り
 

桜
田
通
り
1号
線
 

祝
田
通
り
 

日
比
谷
通
り
 

日
比
谷
通
り
 
本
郷
通
り
 

外
堀
通
り
 

外堀通り 

外
堀
通
り
 

外
堀
通
り
 

四ツ谷駅 

国会 
議事堂 青山通り

 
青山通り

 

昭
和
通
り
 

日枝神社 

凡　　例 

地震時に閉そくを防ぐ 
べき道路 

第1次緊急輸送道路 

第2次緊急輸送道路 

第3次緊急輸送道路 

首都高速道路 

区境 

種　類

住 　 宅

区所有公共建築物

民間特定建築物

内　容

戸建住宅・マンション等

小・中学校・多数の者が利
用する施設等

病院・劇場など多数の者が
利用する施設等

▼図表2 計画の対象建築物

▼図表1 緊急輸送道路

▼図表3 耐震化率の現状と目標

※耐震化率＝必要な耐震性を満たしている建物の割合

現　状 目　標
平成19年度末 平成27年度まで

住　　　　　　宅 約81% 95%

区所有公共建築物 87% 100%

民間特定建築物 約79% 90%

▼図表4 耐震化に関する取組み

基本施策

耐震化の啓発

特定建築物の所有者に対する
指導・指示

耐震改修等に対する支援・助成

地震時の建築物の総合的な安全
対策に関する施策

施策の概要

①耐震改修に関する情報発信

②建築関連団体と連携した相談体制の構築

③特定建築物の所有者に対する指導・指示

④特に重要な建築物の所有者に対する重点的な指導

⑤マンション等アドバイザー派遣

⑥マンション等の耐震診断助成 （図表５）

⑦マンション等の耐震改修助成 （図表６）

⑧木造住宅耐震診断助成⑨木造住宅耐震改修助成（図表７）

⑩耐震改修促進税制の普及

⑪家具転倒防止器具取付け事業

⑫窓ガラス等の落下防止対策

⑬マンションの安全・安心居住助成

⑭マンション防災対策

▼図表5 マンション等の耐震診断助成

建築物の種類

分譲マンション
（共同住宅）

賃貸マンション
（共同住宅）
非木造建築物（木造以外で、
昭和56年５月31日以前に建
築確認を受けている事務
所・店舗・住宅など）

対象者

分譲共同住宅の
管理組合

賃貸共同住宅の
所有者等
建築物の所有者等（た
だし、事務所・店舗の
場合は所有者が中小
企業者であること）

住民登録率

70%以上

60%以上
70%未満
50%以上
60%未満

50%未満

緊急輸送道路沿道
10/10

（350万円）
10/10

（300万円）
9/10

（250万円）
7.5/10

（200万円）
7.5/10

（200万円）

7.5/10

（200万円）

その他
10/10

（250万円）
8/10

（200万円）
6/10

（150万円）
5/10

（125万円）
5/10

（125万円）

5/10

（125万円）

耐震診断の助成割合（ ）内は限度額

▼図表6 マンションの耐震改修助成（事務所等を除く） （単位：万円）

注（１）5,000m2までの部分は２/３、5,000m2超え10,000m2以下の部分は１/３
※助成基準額
補強設計＝1,000円/m2、耐震改修＝47,300円/m2

※法＝「建築物の耐震改修の促進に関する法律」

条　件 延べ床面積
緊急輸送道路沿道 その他

助成率 限度額 助成率 限度額

法の認定を受けた補強設計 10,000m2以下 ２/３ 666.7

5,000m2以下 ２/３ 15,766.7 23% 5,439.5

法の認定を受けた耐震改修 5,000m2超え
注（１） 23,650.0 23% 10,879.0

10,000m2以下

法の認定外の耐震改修
23%の

（一定の耐震基準を満たすと 10,000m2以下
２/３

7,252.7

区が認めたもの）

▼図表7 木造住宅の耐震診断・耐震改修助成

対象者

○65歳以上の高齢者のみ
の世帯（ただし、75歳
未満の高齢者を含む世
帯の場合は所得制限が
あります）
○重度心身障害者（身体
障害者手帳１～２級、
愛の手帳１～２度）・
要介護３以上高齢者の
いる世帯

耐震診断の助成割合

無料で受けられます

耐震改修の助成割合

（ ）内は上限額

10/10

（100万円）

宅
で
耐
震
診
断
や
改
修
を
行
う
と

き
、
そ
の
費
用
の
助
成
が
受
け
ら
れ

ま
す
＝
図
表
７
＝
。

▼
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣

耐
震
診
断
や
改
修
工
事
で
ア
ド
バ

イ
ス
が
必
要
な
と
き
、
（財）
東
京
都
防

災
・
建
築
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
か

ら
無
料
で
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
派
遣
し
ま
す
。

内
容
・
回
数

・
耐
震
診
断
の
必
要
性
の
ア
ド
バ
イ

ス
＝
原
則
１
回
派
遣

・
改
修
工
事
が
必
要
な
と
き
の
工
事

方
法
・
資
金
計
画
の
ア
ド
バ
イ

ス
＝
原
則
５
回
派
遣

耐
震
改
修
等
に
支
援
・
助
成

☆9月末までクールビズ実施中―区役所では適正冷房温度を28℃に設定し職員は軽装で勤務しています。人事担当課15211―4151☆
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区
は
、
職
場
で
の
男
女
共
同
参

画
を
進
め
る
た
め
に
「
仕
事
と
家

庭
を
両
立
で
き
る
職
場
の
環
境
づ

く
り
」
に
取
り
組
む
中
小
企
業
事

業
主
に
、
下
図
表
の
と
お
り
奨
励

金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

申
請
書
は
、
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.city.chiyoda.

lg.jp/service/00096/d0009687.

htm
l

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

問
合
せ
　
国
際
平
和
・
男
女
平
等
人

権
課

1
５
２
１
１
―
４
１
６
６

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
（
有
害
サ

イ
ト
ア
ク
セ
ス
制
限
サ
ー
ビ
ス
）

と
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

出
会
い
系
サ
イ
ト
な
ど
の
子
ど

も
に
見
せ
た
く
な
い
サ
イ
ト
を

画
面
に
表
示
し
な
い
よ
う
に
す

る
機
能
の
こ
と
で
す
。
子
ど
も

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
有
害

情
報
か
ら
守
る
た
め
に
は
、
有

効
で
す
。

「
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
」
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
、
子

ど
も
の
年
齢
や
家
庭
の
方
針
に

合
わ
せ
て
選
択
が
で
き
ま
す
。

携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
の
場
合

携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
各
社
は
、

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を

無
料
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

申
込
み
は
、
各
社
シ
ョ
ッ
プ

店
頭
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
、
モ

バ
イ
ル
サ
イ
ト
か
ら
可
能
で
す
。

次
の
場
合
に
は
、
申
し
出
が

な
い
限
り
、
自
動
的
に
フ
ィ
ル

タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
が
適
用
さ

れ
ま
す
。

①
18
歳
未
満
の
子
ど
も
が
携
帯
電

話
等
の
名
義
人
と
な

っ
て
い
る
。

②
現
在
、フ
ィ
ル
タ
リ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
な
い
。

パ
ソ
コ
ン
の
場
合

次
の
２
通
り
の
方
法
が
あ
り

ま
す
。

①
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
ソ
フ
ト

（
家
電
量
販
店
な
ど
で
販
売
）

を
パ
ソ
コ
ン
に
イ
ン
ス
ト
ー

ル
す
る
。

②
プ
ロ
バ
イ
ダ
が
提
供
し
て
い

る
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ

ス
に
加
入
す
る
。

問
合
せ

千
代
田
区
消
費
者
相
談
室

1
５
２
１
１
―
４
３
１
４

区
民
の
ニ
ー
ズ
に
き
め
細
か
く

対
応
す
る
た
め
、
区
民
に
身
近
な

と
こ
ろ
で
活
動
す
る
団
体
な
ど
か

ら
、
政
策
提
案
を
募
集
し
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
平
成
14
年
度
か

ら
開
始
し
、
こ
れ
ま
で
に
49
団
体

か
ら
61
件
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
協
働
で
事
業
化
さ
れ

た
も
の
は
、
16
件
あ
り
ま
す
（
昨
年

度
は
１
件
）。

こ
れ
ま
で
に
は
、
障
害
者
の
就

労
支
援
と
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
目

的
と
し
た
「
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
事
業
」

や
、
そ
ば
を
テ
ー
マ
に
江
戸
の
町

文
化
の
理
解
を
図
る
「
ソ
バ
リ
エ

認
定
制
度
」
な
ど
が
、
事
業
化
さ

れ
て
い
ま
す
。

対
象

活
動
実
績
が
あ
り
、
区
の

事
業
と
し
て
協
働
し
て
業
務
を

遂
行
で
き
る
能
力
を
有
す
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
等
の
非
営
利
活
動
団
体

提
案
内
容

区
の
事
業
に
関
す
る

提
案
（
高
齢
者
・
障
害
者
・
子

育
て
支
援
、
環
境
保
護
、
ま
ち

づ
く
り
な
ど
）

※
た
だ
し
、
①
〜
④
を
除
き
ま
す
。

①
特
定
の
個
人
や
団
体
の
み
が
利

益
を
受
け
る
も
の

②
実
施
す
る
事
業
に
つ
い
て
の
支

援
や
団
体
の
活
動
資
金
の
助
成
、

後
援
名
義
等
を
求
め
る
も
の

③
国
や
地
方
公
共
団
体
お
よ
び
そ

れ
ら
の
外
郭
団
体
か
ら
の
助
成

を
受
け
て
い
る
も
の
ま
た
は
受

け
る
可
能
性
の
あ
る
も
の

④
政
治
、
宗
教
、
営
利
を
目
的

と
し
た
も
の

詳
し
く
は
、
情
報
コ
ー
ナ
ー

（
区
役
所
２
階
）、
区
民
商
工
課

（
区
役
所
２
階
）、
出
張
所
、
児

童
館
、
千
代
田
図
書
館
（
区
役

所
９
階
）、
四
番
町
図
書
館
（
四

番
町
１
）、
ち
よ
だ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
（
西
神
田
１
―
３
―

４
）
等
に
あ
る
募
集
要
項
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
区
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

city.chiyoda.lg.jp

）
で
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

申
込
み

６
月
25
日
（水）
（
消
印

有
効
）
ま
で
に
募
集
要
項
に
添

付
さ
れ
た
用
紙
を
郵
送
・
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
・
Ｅ
メ
ー
ル（
11
面
参

照
）
ま
た
は
直
接
区
民
商
工
課

（
〒
102
―
8688
九
段
南
１
―
２
―
１

1
５
２
１
１
―
４
１
７
９

6
３
２
６
４
―
７
９
８
９

kum
inshoukou@

city
.

chiyoda.lg.jp

）
へ
。

６
月
23
日
〜
29
日
は
「
男
女
共
同

参
画
週
間
」
で
す
。
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
Ｍ
Ｉ
Ｗ

ミ

ュ

ウ

で
は
、
メ
リ
ー
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
協
力
で
世
界
各
国
の

人
々
の
笑
顔
の
写
真
展
を
開
催
し
ま

す
。

◇
男
女
共
同
参
画
週
間
写
真
展

「
数
え
て
み
よ
う
。
忘
れ
て
い
た

自
分
の
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ｙ
　
世
界
の
Ｍ
Ｅ

Ｒ
Ｒ
Ｙ
」

「
あ
な
た
に
と
っ
て
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ｙ

（
楽
し
い
こ
と
、
幸
せ
な
こ
と
、
将

来
の
夢
）
っ
て
何
で
す
か
」
の
質
問

を
世
界
の
人
々
に
投
げ
か
け
、
そ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
笑
顔
の
写
真
を
集
め

た
メ
リ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
部
を

展
示
し
ま
す
。
ま
た
、
世
界
の
男
女

共
同
参
画
の
現
状
の
デ
ー
タ
を
展
示

し
、
一
人
ひ
と
り
の
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ｙ
を

実
現
す
る
社
会
に
つ
い
て
考
え
ま

す
。

と
き

６
月
23
日
（月）
〜
28
日
（土）

９
時
〜
19
時
（
28
日
は
17
時
ま
で
）

会
場

区
民
ホ
ー
ル
（
区
役
所
１
階
）

問
合
せ

Ｍ
Ｉ
Ｗ

1
５
２
１
１
―
８
８
４
５

広　　告

６
月
23
日
（月）
〜
29
日
（日）
男
女
共
同
参
画
週
間

Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ｙ

メ

リ

ー

な
笑
顔
の
写
真
展

▼助成金・奨励金一覧 

種　類 内　容 受給条件 金　額 

２１世紀職業財団
の職場復帰プロ
グラム奨励金 

子の看護休暇制
度奨励金 

配偶者出産休暇 
制度奨励金 

育児休業助成金 育児休業の取得を促進し、従
業員への経済的支援となるよう、
育児休業中の従業員に給与を
支給した事業主は、助成金を
受けられます。 

育児休業中の従業員に雇用保
険の育児休業基本給付金に上
乗せして１か月以上給与を支払
っていること 

従業員が子育てに関われるよう、
配偶者の出産に際して有給によ
る特別休暇の制度を設け、従
業員に取得させている事業主は、
奨励金を受けられます。 

従業員の配偶者の出産に際して、
連続２日以上取得できる有給休
暇制度を就業規則等に規定し、
２日以上の取得者がいること 

病気やけがをした子の世話を
するため、育児・介護休業法
に基づく看護休暇を有給で従業
員に取得させている事業主は、
奨励金を受けられます。 

育児・介護休業法による子の
看護休暇を有給と就業規則等
に規定し、１人につき年度内３
日以上の取得者がいること 

育児・介護休業を取得した従
業員が、円滑に職場復帰でき
るように必要な講習等を実施し
た事業主は、奨励金を受けら
れます。 

２１世紀職業財団の職場復帰プ
ログラム実施奨励金を受給した
こと 
※プログラム内容等は２１世紀職
業財団東京事務所（1３８６８ 
－９６０１）にお問い合わせくだ
さい。 

育児・介護休業中の従業員に、
職務に関わる情報提供を継続
的に実施した事業主は、奨励
金を受けられます。 

３か月以上の育児休業または
１か月以上の介護休業期間内に、
月に１回以上職場の情報を提供
していること 

事業主が１人の従業員に支給した給与総額
の３分の２（限度額２０万円）  
  
※国の育児休業取得促進等助成金を受給
している場合は、給与総額からその助
成金額を差し引いた金額の３分の２ 

①制度導入奨励金  
　平成１７年４月以降導入の場合  
　＝１事業主１回限り２０万円  
②制度利用奨励金  
　取得者１人につき５万円  
　（①受給の場合２人目から） 

取得者１人につき３万円 

〈受給限度額〉  
在宅講習＝６０,０００円（１か月５,０００円） 
職場環境適応講習＝ 

２４,０００円（１日２,０００円）  
職場復帰直前・直後講習＝ 

各３６,０００円（１日３,０００円） 

〈受給限度額〉  
１８か月９０,０００円（１か月５,０００円）  
 
※この奨励金は、２１世紀職業財団の職場
復帰プログラム奨励金と合わせて、１人
につき上限１０万円まで 

〈区独自〉 
支援情報提供奨
励金 

 

仕
事
と
育
児
支
援 

職
場
復
帰
支
援 

あなたの提案を区の施策に

NPO・ボランティアから募集

▲

Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ｙ
な
笑
顔
と
メ
ッ
セ
ー
ジ

©MERRY PROJECT

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

中小企業の 仕事と家庭の
両立への取組みを支援
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■
情
報
公
開
制
度
の
実
施
状
況

公
平
で
透
明
な
区
政
を
実
現
す
る

情
報
公
開
制
度
は
、
平
成
元
年
度
か

ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
19
年
度
は
３
千
103
件
の
公
開

請
求
が
あ
り
、う
ち
全
部
公
開
379
件
、

部
分
公
開
２
千
703
件
、不
存
在
15
件
、

取
り
下
げ
15
件
、
非
公
開
０
件
で
し

た
（
１
件
の
請
求
で
複
数
の
公
開
等

に
関
す
る
決
定
を
行
う
場
合
が
あ
り

ま
す
）。

情
報
公
開
請
求
の
主
な
内
訳
は
図

表
１
の
と
お
り
で
す
。

■
個
人
情
報
保
護
制
度
の
実
施
状
況

情
報
技
術
（
Ｉ
Ｔ
）
の
発
展
で
高

度
情
報
化
社
会
が
急
速
に
進
展
し
、

区
政
運
営
や
民
間
の
事
業
活
動
の
中

で
、
個
人
情
報
が
大
量
に
収
集
さ
れ
、

多
様
な
処
理
を
経
て
高
度
に
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
個
人
情
報

の
活
用
は
、
区
民
の
利
便
性
の
向
上

や
事
務
の
効
率
化
と
い
う
成
果
を
も

た
ら
し
た
反
面
、
不
適
正
な
個
人
情

報
の
収
集
や
利
用
で
個
人
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
を
侵
害
す
る
お
そ
れ
を
は
ら

ん
で
い
ま
す
。

個
人
情
報
の
取
扱
い
に
は
、
行
政

は
も
ち
ろ
ん
民
間
事
業
者
も
、
一
層

の
厳
格
さ
と
適
正
さ
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
区
民
の
皆
さ
ん
に
自
己
情

報
の
開
示
請
求
の
権
利
を
保
障
す
る

こ
と
等
で
、
権
利
利
益
の
保
護
と
信

頼
さ
れ
る
区
政
の
実
現
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

個
人
情
報
保
護
制
度
の
実
施
状
況

は
図
表
２
〜
４
の
と
お
り
で
す
。

区
が
取
り
組
ん
で
い
る
環
境
施
策

を
紹
介
し
、
区
を
取
り
巻
く
環
境
問

題
を
区
民
・
事
業
者
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
考
え
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
行

い
ま
す
。

◇
環
境
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
展
示

区
内
の
小
学
生
が
描
い
た
作
品
の

展
示
を
行
い
ま
す
。
だ
れ
で
も
自
由

に
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

と
き

〜
６
月
15
日
（日）
９
時
〜
18
時

会
場

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
ガ
ラ

ス
棟
１
階
ス
ロ
ー
プ
（
丸
の
内
３

―
５
―
１
）

次
の
イ
ベ
ン
ト
は
区
民
ホ
ー
ル

（
区
役
所
１
階
）
で
行
い
ま
す
。

◇
環
境
パ
ネ
ル
展

区
の
取
組
み
を
紹
介
し
た
パ
ネ
ル

展
を
行
い
ま
す
。
だ
れ
で
も
自
由
に

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

※
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
展
示
し

た
環
境
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
一
部
展

示
も
あ
り
ま
す
。

と
き

６
月
17
日
（火）
〜
20
日
（金）
10

■
個
人
情
報
保
護
審
議
会
を
ご
存
じ

で
す
か

区
は
個
人
情
報
の
取
扱
い
を
、
条

例
や
関
係
法
令
の
規
定
に
従
い
厳
格

に
行
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
条
例

に
よ
っ
て
取
扱
い
が
制
限
さ
れ
て
い

る
事
項
に
つ
い
て
、
個
人
情
報
保
護

審
議
会
の
意
見
を
聴
く
こ
と
で
取
扱

う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
規
定
が
あ

り
ま
す
。

審
議
会
は
、
学
識
経
験
者
、
区
民

等
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
第
三
者

機
関
と
し
て
、
公
正
・
中
立
な
立
場

か
ら
、
区
の
個
人
情
報
の
取
扱
い
に

意
見
を
述
べ
ま
す
。

こ
の
審
議
会
は
、
だ
れ
で
も
傍
聴

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
開
催
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
ま
た
、
議
事
録
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
上
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

■
条
例
で
制
限
さ
れ
て
い
る
事
項
の

取
扱
い

公
益
や
福
祉
の
向
上
の
た
め
、
個

人
情
報
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
取
扱

い
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
個

人
情
報
保
護
審
議
会
の
意
見
を
聴
い

て
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

・
個
人
情
報
を
本
人
以
外
か
ら
収
集

す
る
こ
と

・
個
人
情
報
を
収
集
し
た
目
的
以
外

で
使
用
す
る
こ
と

・
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
業
務
を
外

部
委
託
す
る
こ
と

・
個
人
情
報
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
処

理
す
る
こ
と
な
ど

問
合
せ

総
務
職
員
課
文
書
・
法
規

担
当
　
1
５
２
１
１
―
４
１
３
８

時
〜
16
時

◇
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
の
報
告

発
表
会

昨
年
度
実
施
し
た
事
業
の
概
要
を

お
知
ら
せ
し
、
身
近
で
で
き
る
ヒ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
の
事
例
を
紹
介

し
ま
す
。

と
き

６
月
18
日
（水）
13
時
30
分
〜
15

時
30
分

定
員

100
名
（
申
込
順
）

内
容

基
調
講
演
「
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ

ン
ド
現
象
の
現
状
と
対
策
」
大
谷

正
太
さ
ん
（
環
境
情
報
科
学
セ
ン

タ
ー
研
究
員
）・
事
業
報
告
・
事

例
発
表

※
報
告
会
に
参
加
し
た
方
に
は
苗
木

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

申
込
み

６
月
13
日
（金）
ま
で
に
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル（
11
面

参
照
）で
環
境
・
温
暖
化
対
策
課
ヒ

ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
係（
1
５
２
１
１

―
４
２
５
５
6
３
２
６
４
―

３
９
８
８

kankyou-ondanka

@
city.chiyoda.lg.jp

）
へ
。

◇
秋
葉
原
環
境
会
議
に
よ
る
エ
コ
ア

ク
シ
ョ
ン
啓
発
イ
ベ
ン
ト

秋
葉
原
を
舞
台
に
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
リ
コ
リ
タ
に
よ
る
、
ラ
イ
ト

ダ
ウ
ン
（
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
施
設
な
ど

の
あ
か
り
を
一
斉
に
消
灯
）
を
通
じ

た
楽
し
い
省
エ
ネ
企
画
の
事
例
を
紹

介
し
ま
す
。

と
き

６
月
19
日
（木）
15
時
〜
19
時
30

分詳
し
く
は
、
リ
コ
リ
タ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://licolita.org

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活
動
報
告

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
が
ブ
ー
ス

を
出
展
し
、
活
動
内
容
を
紹
介
し
ま

す
（
苗
木
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま

す
）。

と
き

６
月
20
日
（金）
10
時
〜
16
時

出
展
団
体

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

企
画
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
東
京

電
力
、
東
京
ガ
ス

◇
地
球
環
境
こ
ど
も
サ
ミ
ッ
ト

次
代
を
担
う
中
学
生
が
、
地
球
温

暖
化
対
策
の
提
言
を
ま
と
め
、
洞
爺

湖
サ
ミ
ッ
ト
に
合
わ
せ
、
大
人
た
ち

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
ま
す
。

と
き

６
月
21
日
（土）
15
時
〜
16
時
30

分
会
場

本
会
議
場
（
区
役
所
８
階
・

傍
聴
可
能
）

問
合
せ

環
境
・
温
暖
化
対
策
課
地

球
温
暖
化
対
策
係

1
５
２
１
１
―
４
２
５
３

千代田区コールセンター　3264ー3910
サンキューイーワ

６
月
５
日
（木）
〜
21
日
（土）
環
境
月
間
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

千
代
田
区
指
定
文
化
財

山
車
人
形（
通
称
て
け
て
ん
小
僧
）を
展
示

情
報
公
開
請
求
は
３
千
103
件

平
成
19
年
度
の
状
況

と
い
う
擬
音
か
ら
「
て
け
て
ん
小

僧
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

６
月
13
日
か
ら
の
山
王
祭
に
合
わ

せ
、
太
鼓
を
含
む
区
指
定
文
化
財
一

式
と
関
連
資
料
を
展
示
し
ま
す
。

と
き

６
月
６
日
（金）
〜
22
日
（日）

会
場

四
番
町
歴
史
民
俗
資
料
館
１

階
（
四
番
町
１
）

開
館
時
間

月
〜
金
曜
＝
９
時
〜
20

時
／
土
曜
＝
９
時
〜
19
時
／
日

曜
＝
９
時
〜
17
時

問
合
せ

四
番
町
歴
史
民
俗
資
料
館

1
３
２
３
８
―
１
１
３
９

こ
の
山
車
人
形
（
四
番
町
歴
史
民

俗
資
料
館
所
蔵
）
は
江
戸
時
代
以
来
、

山
王
権
現
（
現
在
の
日
枝
神
社
）
の

祭
礼
時
に
旧
闌
町
５
丁
目
（
現
在

の
闌
町
３
丁
目
の
一
部
地
域
）
の

山
車
に
使
わ
れ
て
い
た
と
伝
え
ら

れ
る
太
鼓
打
人
形
で
す
。
太
鼓
を

打
つ
「
て
け
て
ん
、
て
け
て
ん
」

住
民
基
本
台
帳
法
に
基
づ
き
、
平

成
19
年
度
の
住
民
票
リ
ス
ト
閲
覧
者

名
簿
を
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.city.chiyoda.lg.jp.

）で
公

表
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
公
表
は
、
平
成
19
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で

に
住
民
票
リ
ス
ト
の
閲
覧
を
行
っ
た

団
体
等
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。

閲
覧
者
の
公
表
は
、
今
年
６
月
30

日
ま
で
行
い
ま
す
。

な
お
、
総
合
窓
口
課
で
も
閲
覧
者

名
簿
を
縦
覧
で
き
ま
す
。

問
合
せ

総
合
窓
口
課
住
民
記
録
担

当

1
５
２
１
１
―
４
２
０
０

住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
状
況
を
公
表

▼図表3 新たな個人情報項目のコンピュータによる処理状況

新規システム名

統計調査支援システム

防災情報システム

裁判員候補者予定者
名簿調製プログラム
特定検診等データ管理
システム

自転車管理システム

記録項目
調査員の氏名、住所、性別、各種調
査への従事履歴等
被害情報、災害時要介護者情報、参
集職員に関する事項
個人識別ID、氏名、生年月日、住所、
本籍地
被保険者資格、特定検診、特定保健
指導に関する事項
放置自転車管理、自転車駐輪場管理
に関する事項

▼図表4 自己情報開示請求等の件数

自己情報開示請求件数
全部開示 20

部分開示 4

非公開 0

取り下げ 1

不存在 1

※自己情報の訂正・削除の請求はありませんでした。

▲てけてん小僧

地
球
温
暖
化
対
策
条
例
制
定
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

〜
区
に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
が
手
を
携
え
て
〜

今
年
の
１
月
か
ら
「
千
代
田
区

地
球
温
暖
化
対
策
条
例
」
を
施
行

し
ま
し
た
。

温
暖
化
対
策
は
、
す
ぐ
に
で
も

実
行
に
移
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
期
に
あ
り
、
一
人
ひ
と
り
の
取

組
み
が
大
き
な
成
果
を
生
む
も
の

で
す
。

こ
の
条
例
の
制
定
の
目
的
と
、

身
近
な
取
組
み
へ
の
理
解
を
深
め

る
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
ま
す
。

と
き

６
月
17
日
（火）
13
時
30
分
〜

15
時
30
分

会
場

区
民
ホ
ー
ル
（
区
役
所
１

階
）

定
員

100
名
（
抽
選
）

内
容

基
調
講
演
「
気
象
か
ら
見

た
地
球
環
境
」
講
師
＝
根
本
美

緒
さ
ん
（
気
象
予
報
士
）／
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
地
球
温
暖
化
へ
の

挑
戦
〜
身
近
な
取
組
み
か
ら
〜
」

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
＝
中
嶋
美

年
子
さ
ん
（
環
境
ナ
ビ
ゲ
ー
タ

ー
・
フ
リ
ー
キ
ャ
ス
タ
ー
）
パ

ネ
リ
ス
ト
＝
根
本
美
緒
さ
ん
、

区
民
、
企
業
、
環
境
団
体
、
千

代
田
区
長

申
込
み

６
月
11
日
（水）
ま
で
に
フ

ァ
ク
シ
ミ
リ
・
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た

は
ハ
ガ
キ（
11
面
参
照
）に
全
員
の

氏
名
（
２
名
ま
で
）
と
代
表
者
の

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
番
号
ま
た
は
Ｅ
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
記
入
し
環
境
・

温
暖
化
対
策
課
地
球
温
暖
化
対

策
係
（
〒
102
―
8688
九
段
南
１
―

２
―
１
1
５
２
１
１
―
４
２
５
３

6
３
２
６
４
―
３
９
８
８

kankyou
-ondanka@

city
.

chiyoda.lg.jp

）
へ
。

※
電
話
で
の
申
込
み
は
で
き
ま
せ

ん
。

※
参
加
者
に
は
「
聴
講
券
」
を
フ

ァ
ク
シ
ミ
リ
・
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た

は
ハ
ガ
キ
で
送
付
し
ま
す
（
当

日
は
「
聴
講
券
」
が
な
い
と
入

場
で
き
ま
せ
ん
）。

根本美緒さん

▼図表1 情報公開請求の主な内訳

請求情報 請求件数

中高層建築物標識設置届 699

建築計画概要 1,989

食品営業許可 189

診療所等台帳 89

理容所・美容所台帳 10

その他 127

合　　　計 3,103

▼図表2 個人情報の取扱い事務を外部委託した件数等

平成19年 平成19年度中 平成20年
3月31日現在 追加件数 3月31日現在

外部委託等 92 3 95

目的外利用 59 2 61

外部提供 136 3 139

コンピュータ処理 101 6 107

外部のコンピュータとの回線結合 8 0 8

合　　　計 396 14 410



（5）No. 1233 20.6.5 区役所の代表電話　3264ー2111

新しい健康診断6 月からの

 

対　象 受診期間 主な診査項目および費用 受診方法 

○国保健康診査項目 
　問診、腹囲計測、診察、尿検査、
血液検査等 
○成人健診項目（区独自項目） 
　誕生月健診で実施していた
項目で、国保健診にない検査を
実施します。項目は、尿潜血、
胸部エックス線検査等です。 
○６５歳以上の方に実施する項目 
　生活機能評価に関する項目 
※一部の検査項目は、医師が必
要と認めた場合に実施します。 
○がん検診 
　希望者に有料で実施します。 
胃・肺・大腸／前立腺がん検診
（５５歳以上の男性） 
特定保健指導 健診の結果、生
活習慣病になるおそれがあ
る方に運動や栄養に関する
指導を行います。 

加入している医療保険からの案内に従い受診してく
ださい。 
今までとは受診場所が変わる場合がありますのでご
注意ください。 

４０歳～６４歳の
方＝５月末に
受診券を郵送
しました。 
 
６５歳～７４歳の
方＝８月末に
受診券を郵送
する予定です。 
 
受診券に同封
の区内指定医
療機関へ予約
の上、受診し
てください。 

４０歳～６４歳の
方 
６月～９月の間
に受診 
 
６５歳～７４歳の
方 
９月～１１月の
間に受診 
 
※「誕生月健診」
とは受診期
間が変更に
なりました
ので、ご注
意ください。 

千代田区国民
健康保険に加
入している方 

千代田区国民健康保険以外の保険
に加入している方 

国
保
健
診 

区
内
指
定
医
療
機
関 

名
称 

場
所 

４０～７４歳 
の方 

７５歳以上 
の方 

千代田区国民健康保険に加入の方 
区が国保健診を実施します。 

健保組合等（千代田区国保を除く）に加入の方 
（扶養家族を含む） 
加入している医療保険者が特定健康診査を 
実施します。 

後期高齢者医療加入者の方 
区が長寿健診を実施します。 

平成２０年３月まで 平成２０年４月から 

４０歳以上 
の方 

誕生月健診 

健診の対象者は 
　　このように変わります 

健診の対象者は 
　　このように変わります 
健診の対象者は 
　　このように変わります 

４月からの医療制度改正で、今までの「誕生月健診」に代わり、40歳か
ら74歳の国民健康保険加入者や75歳以上の長寿（後期高齢者）医療制度加
入者を対象にした健診が新しく始まります。「誕生月健診」とほぼ同じ内
容です。
問合せ 健康推進課健康推進係

13291－3646 kenkousuishin@city.chiyoda.lg.jp

【40歳～74歳の千代田区国民健康保険加入者の方へ】
国保健診（特定健康診査・特定保健指導）

医療保険者（国民健康保険、健康保険組合、政府管掌健康保険、船員保険、共済
組合）に対して、40～74歳の被保険者・被扶養者を対象としたメタボリックシンド
ローム（内臓脂肪症候群）に着目した健康診査（特定健康診査）や保健指導（特定保健
指導）の実施が義務付けられました。
今年度からは、自分が加入する医療保険者の案内に従い、特定健康診査を受診し

てください。
区は、千代田区国民健康保険に加入している方を対象に「千代田区国保健診」を実

施します。

新しい区民健診
6 月からの

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
は
、
区
の
国
保
事

業
の
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項
を
審
議
す
る
機
関

で
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
よ
り
多
く
反
映
さ
せ

る
た
め
、
運
営
協
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象

富
士
見
・
万
世
橋
・
和
泉
橋
出
張
所
管
内

に
在
住
で
年
齢
が
72
歳
以
下
の
国
民
健
康
保
険

の
被
保
険
者
各
１
名
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、

年
齢
・
性
別
等
総
合
的
に
勘
案
し
て
選
び
ま
す
）

※
年
２
回
程
度
、
15
時
か
ら
２
時
間
程
度
の
会
議

に
出
席
で
き
る
方
。
第
１
回
は
、
９
月
上
旬
を

予
定
。

任
期

８
月
１
日
か
ら
２
年
間

申
込
み

６
月
20
日
（金）（
必
着
）ま
で
に
ハ
ガ
キ（
11
面

参
照
）
に
応
募
の
動
機
を
記
入
し
保
険
年
金
課

（
〒
102
―
8688
九
段
南
１
―
２
―
１
1
５
２
１
１
―

４
２
０
２
）へ
。

 

対　象 受診期間 主な診査項目および費用 受診方法 

○健康診査項目 
　問診、計測、診察、尿検査、
血液検査、生活機能評価に関す
る検査等 
○成人健診項目（区独自項目） 
　誕生月健診で実施していた
項目で、広域連合から委託され
た健康診査項目にない検査を
実施します。項目は、尿潜血、
胸部エックス線検査等です。 
※一部の検査項目は、医師が必
要と認めた場合に実施します 

○がん検診 
　希望者に有料で実施します。 
胃・肺・大腸／前立腺がん検診
（男性） 

４月から９月生
まれの方＝５月
末に受診券を
郵送しました。 
 
１０月から３月
生まれの方＝
９月末に受診
券を郵送する
予定です。 
 
受診券に同封
の区内指定医
療機関へ予約
の上、受診し
てください。 

４月から９月生
まれの方 
６月～９月の間
に受診 
 
１０月～３月生
まれの方 
１０月～１月の
間に受診 

後期高齢者医
療に加入する
方  

長
寿
健
診 

区
内
指
定
医
療
機
関 

名
称 

場
所 

【75歳以上の後期高齢者医療加入者の方へ】 長寿健診

 
対象 名　称 受診方法・受診期間 検査方法・費用 

千代田区の国保加入者または後期高
齢者医療に加入している方 
　国保健診または長寿健診と同時に
受診してください。 
 
　健康保険組合や共済組合などに加
入している方 
　健康推進課へ申し込んでください。 
　なお、原則として、加入する保険者
から健診の案内が届いた後または会社
での健診が終わってから、区へ申し込
んでください。 
　また、がん検診とあわせて成人健診
を受けることができます。 
○成人健診 
　今まで区が実施していた誕生月健診
の検査項目で医療保険者が実施する
特定健診項目にない検査を実施します。 
尿潜血、胸部エックス線検査等 
 
受診期間　７月～１２月 
申込み　受診希望者は、電話・メール
またはハガキ（１１面参照）で健康推
進課（〒１０１―００５４ 神田錦町３―１０）へ。 

問診、胸部エックス線、 
 かくたん 

喀痰検査（５０歳以上で喫
煙指数６００以上の方、６か 
 　　　　　　　　　けったん 

月以内に血痰のあった方
および希望者） 
※喫煙指数とは１日に吸
うタバコの本数に喫煙
年数を掛けた数値 

費用　３００円 

血清前立腺特異抗原検
査（血液検査） 
費用　３００円 

５５ 歳 
以上の
男 性  

４０ 歳 
以 上  

前 立 腺  
がん検診 

大腸がん
検 診  

胃 が ん  
検 診  

肺 が ん  
検 診  

区
内
指
定
医
療
機
関 

場
所 

内視鏡検査またはバリウ
ム検査（どちらかを選択） 
費用　８００円 

便潜血検査 
費用　２００円 

※肺がん検診の検査方法と費用を変更しました。 

【がん検診】

 

対　象 名　称 受診期間 検査方法・費用 受診方法 

７０歳までの偶数年
齢の方と７２歳以上
で過去３年間に１回
以上子宮がん検診
を受けた偶数年齢
の方には受診券を
送付します。 
それ以外の対象者
で健診を希望する
方は、健康推進課
へ申し込んでくださ
い。 
申込方法は上記が
ん検診と同じです。 

問診、内診、細胞診 
 
費用　８００円 

問診、視触診、 
マンモグラフィ検査 
 
費用　８００円 

７月～１２月 

・２０歳以上の偶
数年齢 
・３１歳以上の奇
数年齢で前年
度子宮がん検
診未受診者 

・４０歳以上の偶
数年齢 
・４１歳以上の奇
数年齢で前年
度乳がん検診
未受診者 

※妊娠中・授乳
の方など対象
とならない場
合があります。 

区
内
指
定
医
療
機
関 

場
所 

子宮がん 
検　　診  

乳　が　ん 
検　　診 

※今年度から、実施医療機関を増やしました。 
※生活保護受給者の方は、がん検診の費用が免除になります。 

【女性のためのがん検診】

国
民
健
康
保
険
運
営

協
議
会
委
員
の
募
集

千
代
田
区

区
に
登
録
し
て
い
る
国
際
交

流
・
協
力
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
区

内
で
生
活
す
る
外
国
人
の
支
援
や

地
域
で
の
国
際
交
流
・
協
力
活
動

の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

◇
こ
ん
な
と
き
に

・
地
元
の
イ
ベ
ン
ト
に
外
国
人
を

招
待
し
た
が
、
外
国
語
を
話
せ

る
人
が
少
な
く
、
語
学
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
探
し
て
い
る
。

・
日
本
語
の
練
習
を
し
た
い
の
で

日
本
語
で
話
相
手
に
な
っ
て
ほ

し
い
。

・
地
域
の
行
事
に
参
加
し
た
い
が

上
手
に
日
本
語
が
話
せ
な
い
。

・
保
育
園
の
面
接
に
行
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
が
、
日
本
語
が
話

せ
ず
不
安
で
あ
る
。

・
日
本
の
文
化
（
書
道
、
生
け
花

等
）
を
教
え
て
く
れ
る
人
を
探

し
て
い
る
。

・
子
ど
も
の
学
校
や
役
所
か
ら
送

ら
れ
て
き
た
文
書
の
意
味
が
わ

か
ら
な
い
。

い
つ
で
も
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
お
困
り
の
外
国
人
の
方
に
、
こ

の
情
報
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。
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用 語 解 説

一般会計と特別会計
区の一般的な仕事に関する予算を一般

会計といいます。それ以外の国民健康保
険や介護保険など、特定の目的のためだ
けに立てられた予算を特別会計といいま
す。

歳入と歳出
区の収入になるものを歳入、支出する
ものを歳出といいます。予算では、歳入
と歳出は同額になります。

出納整理期間
区の収支は、４月から翌年３月に発生し

た収入や支出を、その会計年度内に行う

ことになっています。しかし、たとえば
物品を購入し、３月３１日にその品物が納
入された場合、その日のうちに支払いを
行うことは、区の会計制度では困難です。
そこで、その会計年度の収入や支出に

ついては、５月末日までに行うことにして
います。
この会計年度が終了した４月１日から５月

３１日までの期間を出納整理期間といいま
す。

公有財産
区民の皆さんが利用する区役所の庁

舎、公園、学校などの土地、建物、有価証
券および基金など、区が所有する財産を
いいます。

公有財産の主な増減理由は次のとおりです。
＜土地・建物＞
・旧九段高校の取得　ほか
＜有価証券等＞
・秋葉原タウンマネジメント（株）出資による取得

平成12年度以降、新たな区債を発行していないため、区債残高は年々減少しています。

平成19年度の一般会計予算は、当初予算438億6，183万円に119億9，383万円の補正を行い、最終予算額は558億5，566万円
になりました。平成18年度予算のうち平成19年度に繰り越して使用することにした5億9，835万円を含めた予算総額は、564

億5，401万円になります。

歳入と歳出の執行状況（平成20年3月31日現在）は、歳入では収入済額が505億211万円（予算額の90．4％)、歳出では執
行済額が397億2，095万円（予算額の71．1％）です。

※各会計の収入・支出済額は、平成２０年３月３１日現在のものです。出納整理期間（４月１日～５月３１日）の額は含まれていないため、最終的な決算額とは異なります。

補正予算の内容は次のとおりです。

・認証保育所補助金 １億３,３７８万円

・新保健所基本・実施設計 １,４６０万円

・丸の内一丁目、二丁目地区地域冷暖房施設蒸気導管連携整備事業 １,８００万円

・（仮称）障害者福祉センター土地賃借料 １７１万円

・（仮称）障害者福祉センター工事費 ２億８,１４３万円

・市街地再開発事業の推進 △５億４,９８０万円

・基金積立金 ５６億６,１７８万円

・公共用地購入費 ６４億３,２３３万円

国民健康保険事業会計 

予算額 

老人保健特別会計 介護保険特別会計 

歳
入 

歳
出 

収入済額 

収入率 

支出済額 

執行率 

４５億４,４９３万円 

４２億５,９１３万円 

９３.７％ 

４０億１,９１６万円 

８８.４％ 

３８億４,２４６万円 

３４億７,２６９万円 

９０.４％ 

３２億７,６６２万円 

８５.３％ 

３０億７,１４４万円 

２８億２,８３３万円 

９２.１％ 

２５億９,４１０万円 

８４.５％ 

区の予算の収入（歳入）は、区
民の皆さんが納めた特別区民税や

国・東京都からの補助金などによ

って構成されています。

そのうち、特別区民税（区がそ

の年に収入すべき金額）から区民

１人あたり、１世帯あたりの負担

額を算出すると次のようになりま

す。

特 別 区 民 税  

人 口 数  

世 帯 数  

１１２億２,４３８万円 

４８,４８２人 

２５,０３９世帯 

１ 人 あ た り  

１ 世 帯 あ た り  

２３１,５１６円 

４４８,２７６円 

特別区民税の負担額 

※平成２０年３月３１日現在。人口には外国人登録者を含む。 

平成２０年３月末現在高 

平成１９年３月末現在高 

差 引 増 減  

２３９,６７０m

２２９,８９９m

９,７７１m

土　地 

３３９,８５６m ６２億１,４４３万円 

６１億８,４４３万円 

３,０００万円 

３３５,７１５m

４,１４０m

建　物 有価証券（株券・出資金等） 

２ 

２ 

２ ２ 

２ 

２ 平成20年3月末現在高 発　行　目　的 

合　　　　　　計 

保育園・特別養護老人ホーム建設等のために 

清掃車車庫を整備するために 

つくばエクスプレスへの出資等のために 

学校を改築するために 

減税に伴う減収を補てんするために 

１３億１,８６３万円 

１２億４,０９１万円 

２７億 ９１６万円 
７億３,１４８万円 

１５億２,５６７万円 

７５億２,５８５万円  

 

特 別 会 計

平成15年度 

平成16年度 

平成17年度 

平成18年度 

平成19年度 

１３２億３３万円 

１０４億１,５６３万円 

９３億１,０７７万円 

７５億２,５８５万円 

８４億４０１万円 

一 般 会 計

予算総額 
収入済額 

保健福祉費 

環境土木費 

特 別 区 税  

地方消費税 
交 付 金  

使用料及び 
手 数 料  

そ の 他  

総 務 費  

区民生活費 

教 育 費  

まちづくり 
推 進 費  

議 会 費  

（他会計への繰
り出しなど） 

（地方譲与税な
ど） 

そ の 他  

１１２億７,９１１万円 

４０億２,２０２万円 

２３億５,８３７万円 

８７億２,８５０万円 

予算総額 
支出済額 

特別区交付金 

国・都支出金 

繰　入　金 

歳 入 歳 出 

１４４億４,７５３万円 

１３８億５,８３５万円 

９２億９,６６９万円 

９０億円 

４２億６,５３３万円 
６０億８,０５３万円 

２８億９,９１７万円 

４８億２,９７７万円 

７３億９,２７５万円 

７７億１,７１７万円 

８２億７,７１６万円 

２８億９,２２９万円 

７４億４,０９７万円 
７９億６,００６万円 

１３４億３,４００万円 

８２億２６１万円 

７９億９４８万円 
６２億５,８６７万円 

１０２億５,１０７万円 

２９億６,９８６万円 

４９億１,１７３万円 

５１億９,４５１万円 

４１億８,４６２万円 

３９億３６万円 

４８億２,０７３万円 

５億６,７３４万円 

６億５６５万円 

一

般

会

計

区債の年度末残高の推移

平成１９年度予算の執行状況（平成２０年３月３１日現在）

区債の状況

区の財産

区民負担の状況

※各年度末（３月31日現在）の金額です。

基金を除いた公有財産は、次のとおりです。

新規発行は無し

※工作物および物品は除く
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区の予算制度
区の仕事は、４月から翌年３月までを１

区切りとし、これを会計年度といいます。
予算も、この１年間の収入と支出につい
て、計画を立てます。
なお、施設の建設などで事業が1年以

上にわたり、複数の会計年度に支出が発
生する場合は、債務負担行為として、区
議会の議決を経る必要があります。

目的別予算と性質別予算
区の行う仕事（行政目的）ごとに分けた

予算を目的別予算といいます。
また、人件費、住民サービスに伴う一

般的な事務経費などの、経費を機能別に
分けた予算を性質別予算といいます。

基金と区債
基金は家計で例えると「預貯金」です。

将来の多額の出費などに備え、あらかじ
め用意しておくお金です。また、区債は
「借金」にあたります。小・中学校の改築

や区民施設建設などは一時的に多額の資
金が必要になります。これらの施設は区
民の皆さんが長期的に利用することか
ら、その資金を公平に将来の区民の皆さ
んにも負担していただくという考えで、
債権（区債）を発行して資金調達を行うこ
とがあります。

用 語 解 説

区は、区民の皆さんの納めた税金がどのように使われているか、また、区
の財政がどのような状況にあるかを理解していただくために、毎年２回財政
状況を公表しています。
今回は、一般会計を中心に「平成２０年度予算のあらまし」と「平成１９年度
予算の執行状況（平成２０年３月３１日現在）」などをお知らせします。
これからも区民の目線に立った行政サービスに努め、区民満足度の高い区

政を推進します。

区区区区 のののの 家家家家 計計計計 簿簿簿簿
平成２０年度予算のあらまし 「共生社会」を目標に、積極・果敢に行動する予算

予算規模
平成20年度各会計の予算規模は、次のとおりです。また、一般会計の歳入・歳

出の構成は、円グラフのようになっています。

今年度の予算編成では、区が区民に最も身近な基礎的自治体であることから、

医療制度改革など社会経済情勢の変化への適切な対応や区民生活の安全・安心を

守ることを基本に取り組みました。

中でも、人と地球との共生を目指す「地球温暖化施策」、人と企業との共生を目

指す「ワーク・ライフ・バランス（次世代育成）施策」など、多様な人々が「共」

に「生」きる「共生社会」を目指し、積極的な事業の予算化を図りました。

区　　分 

一 般 会 計  ４４６億２,２６７万円 １.７％ 

△２.３％ 

△８７.０％ 

２.９％ 

△２.４％ 

４３億５,３２５万円 

５億０,１２８万円 

３１億５,９３２万円 

５３８億９,５７１万円 

国民健康保険事業会計 

老 人 保 健 特 別 会 計  

介 護 保 険 特 別 会 計  

皆増 １２億５,９２０万円 後期高齢者医療特別会計 

合 計  

平成２０年度 増（△）減率 

特
別
会
計 

　１０億１,８６８万円（２.３％） 

２８億８,２７２万円 
（６.５％） 

公債費 

扶助費 

６億７,１１３万円（１.５％） 
積立金 

義務的経費 

５１０万円（０.０％） 
出資金 

投資的経費 
８３億２,４７９万円 
（１８.７％） 

一般行政費 
１７５億９,４９４万円 
（３９.４％） 

 
１３０億９,９５０万円 
　　　（２９.４％） 

区債の償還経費 

生活保護費・各種福祉 
手当などの経費 

法人等の設立にかかる出資など 

１０億２,５８２万円（２.３％） 
貸付金 

各種貸付金など 

基金利子積立金など 

区長・一般職員
等の給与と議員
等の報酬など 

住民サービスに伴う一般
的な事務などの経費 

施設建設など、経費支出の
効果が後年度に及ぶ経費 

人件費 

歳  出 
性質別 

２３億９,２０４万円（５.４％） 
その他 

１０億１,８６８万円（２.３％） 

議会費 
５億６,８６１万円（１.３％） 

公債費 

総務費 
６１億１８１万円 
（１３.７％） 

こども・教育費 
８８億８,４２８万円 
（１９.９％） 

 保健福祉費 
６５億５,００５万円 
（１４.７％） 

区債の償還経費 

議会運営などの経費 

 小・中学校や幼稚園、 
保育園などの経費 

地域振興、生涯学習、商店街支援、 
図書館、文化財などの経費 

５４億６,９８７万円 
（１２.３％） 

区民生活費 

 

高齢者や障害者などの福祉や健康増進などの経費 

３６億８,５１３万円（８.３％） 
 

環境安全費 

清掃・リサイクル事業や防災などの経費 

他会計への繰り出しなどの経費 

まちづくりや公営住宅、道路、 
　　　　　公園などの経費 

広報、選挙や区の事務管理などの経費 

まちづくり推進費 
 

 
９９億５,２２２万円 

（２２.３％） 

歳  出 
目的別 

歳  入 
１４４億３,６６７万円 
（３２.４％） 

特別区税 

９０億円（２０.２％） 

地方消費税 
交付金 国・都支出金 

５４億３,４３９万円 
（１２.２％） 

４８億５,９２５万円（１０.９％） 

３５億７,９４３万円（８.０％） 
繰入金 

特別区交付金 

３１億５,１５９万円（７.１％） 
使用料及び手数料 

４億円（０.９％） 
地方譲与税 

３７億６,１３４万円（８.４％） 
その他（諸収入など） 

財 政 状 況 を 公 表 し ま す

平成15年度 

平成16年度 

平成17年度 

平成18年度 

平成19年度 

４０６億４,６７４万円 

４３０億８,０１４万円 

４９９億２,３７２万円 

５０７億９,１３０万円 

５５５億８,２６８万円 

基金年度末残高の推移 財政調整基金

年度間の財源調整を図り、財政の健全な運営

に役立てるための基金です。

・新庁舎等施設整備（PFI施設整備）４億９６４万円

減債基金

区債の償還や適正な管理に必要な財源を確保し、

財政の健全な運営に役立てるための基金です。

・特別区債元金償還金 ８億３，７７９万円

コミュニティ活性化基金

区民の活動支援や地域コミュニティの活性化

を目的にした活動に役立てるための基金です。

・地域コミュニティ活性化事業 ４，０００万円

社会資本等整備基金

都市基盤、福祉施設、教育施設など広く区の

社会資本の整備に役立てるための基金です。

・新庁舎等施設整備（図書館・MIWなど）

１億１,５０３万円

・千鳥ケ淵ボート場改築 １億２,３３３万円

・（仮称） 町地域高齢者施設整備２億２,１１９万円

・（仮称）障害者福祉センターの整備１億２,３４４万円

・新保健所施設整備 ２億９,７２０万円

・高齢者向け優良賃貸住宅の供給 ６３９万円

・「千鳥ケ淵四季の道」整備事業 １億９,６８８万円

・電線類地中化の推進 ３億６,６３２万円

・ 町中学校の整備 １億２,８００万円

・和泉小学校校庭改修 ８,２７０万円

地域福祉活動支援基金

・地域福祉活動支援事業 １２０万円

介護保険運営基金

・居宅介護サービス給付事業 ４５万円

一般会計予算総額 ４４６億２,２６７万円

※金額や構成比はいずれも表示単位未満で四捨五入しているため、合算した数値と合計が

異なる場合があります。

※太字の用語は「用語解説」をご覧ください。

※各年度末（３月31日）の金額です。

基金の種類と平成２０年度に活用する主なもの

問合せ 企画財政課 1５２１１－４１４３



介護保険負担限度額認定証の
有効期限は６月30日までです。
更新手続きの書類を送付します
ので、６月20日（金）までに手続き
をしてください。
問合せ 高齢介護課介護事業指
定係 1５２１１－４３３６

成年後見制度（判断能力が衰え
た方を法律面や日常生活面で支

成年後見制度の出前講座

介護保険負担限度額認定証
更新手続きを

援する制度）の出前講座を行って
います。
そのほか、司法書士が個別の

相談にも対応します。
詳しくは、お問い合わせくだ

さい。
対象 各地域団体やグループ単
位（町会、サークルなど）
申込み 電話・ファクシミリま
たはＥメール（ 11面参照）で
ちよだ成年後見センター（1

５２８２－３１００6５２８２－
３７１８ info＠chiyoda-
cosw.or.jp）へ。

■花と語ろう、いけばな教室
流派にこだわらず、感じるま

まにいけばなを楽しみましょう。
とき ６月 1 9

日・７月３日
（全２回）いず
れも木曜午前
10時～正午
対象 60歳以上
の区内在住者
15名（申込順）

高齢者センターの催し

介護保険を利用しやすくする
ために、介護保険利用者で所得
の低い方が施設介護サービスや
ショートステイなどを利用する
際に、負担額を軽減する制度が
あります＝上表＝。

制度を利用するときは、事前
に申請してください。詳しくは、
お問い合わせください。
問合せ 高齢介護課介護事業指
定係 1５２１１－４３３６

介護保険利用者の負担を軽減

千代田区コールセンター　3264ー3910
サンキューイーワ

No. 1233 20.6.5（8）

▲としょかん文楽（千代田図書館）

館　　名 催　し　物 会　期 展示内容等 料金 電話 休館日 

東京国立近代美術館 

東京国立近代美術館 
工 芸 館  

Ｎａｔｕｒｅ　Ｉｎｆｏ　Ｐｌａｚａ 
丸の内さえずり館 

日本カメラ博物館 

ニューオータニ美術館 

明 治 大 学 博 物 館  

山 種 美 術 館  

国 立 劇 場  
伝 統 芸 能 情 報 館  

国立演芸場展示室 

イタリア文化会館  

建築がうまれるとき 
ペーター・メルクリと青木淳 
所蔵作品展 
ヨーロッパの近代工芸とデザイン 
―アール・デコを中心に― 

割り箸が地域と地球を救う 
～割り箸を通して考える都市と農山
漁村のいい関係～ 

無ければ創れ！ 
世界に一台　手作りカメラ展 

画家　岸田劉生の軌跡 
―油彩画、装丁画、水彩画などを中心に 

モノクロ時代の明治大学 
―昭和３０年代のキャンパス― 

日本画満開 
～牡丹・菖蒲・紫陽花・芥子～ 

「西洋の風　陶芸＋モザイク」 
平井智、フェリーチェ・ニットロ展 

「歌舞伎入門」展 
―ようこそ歌舞伎の世界へ― 

落語と歌舞伎 

～８/３（日） 

～７/６（日） 

～６/３０（月） 

～８/３１（日） 

６/２８（土）～９/７（日） 

６/６（金）～６/２９（日） 

６/１４（土）～７/２７（日） 

～９/２１（日） 

～６/２０（金） 

６/１８（水）～７/４（金） 

日・祝 

月 

６/１２、 
７/１ 

スイスのペーター・メルクリと日本の青木淳。絵画や彫刻に対して強い関心を
持つふたりの建築家がつくるドローイングやスタディ模型などを多数展示。 

近代ヨーロッパの工芸とデザインの流れを通観できる代表的な作品
を約８０点展示。また、近年新しく収蔵した作品からも約３５点を紹介。 

使い捨て文化の象徴である「割り箸」は、実は「もったいない」の精神から生まれまし
た。割り箸がきっかけとなる森林保全を始め、都市と農山漁村を結ぶ活動を紹介。 

高度な技術とユニークな発想で創られた手作りカメラ約１００点や、手作りカメラで撮
影した写真作品を展示。８／９（土）には小・中学生ワークショップも開催（要予約）。 

愛娘をモデルとして描いた麗子像や自画像などの油彩画
をはじめ日本画、水彩、素描、装丁画を含む約７０点を紹介。 

昭和３０年代の学生生活を中心とした資料７０点余りを展示。なつかしの校
舎写真や試験の受験票、履修届など社会史・社会状況を示す資料を展示。 

春から夏にかけての花々の美しさを描いた日本画作品を紹
介。日本画家たちの鋭い観察力と感性を感じてください。 

国立劇場で開催される歌舞伎鑑賞教室公演に向けて、わ
かりやすく歌舞伎の歴史等について展示します。 

中村仲蔵等、歌舞伎に着想を得た演目や怪談牡丹燈籠など落
語から歌舞伎化された演目を通じて両者の交流をさぐります。 

イタリアに深いつながりを持つ日本の陶芸家平井智と、イタリアのモザイク作家フェ
リーチェ・ニットロによる二人展。それぞれの分野の共演により美しい空間を創出。 

４２０円 

２００円 

無料 

３００円 

７００円 

無料 

８００円 

無料 

無料 

無料 

1５７７７－８６００ 
（ハローダイヤル） 

1５７７７－８６００ 
（ハローダイヤル） 

1３２８３－３５３６ 

1３２６３－７１１０ 

1３２２１－４１１１ 

1３２９６－４４４８ 

1３２３９－５９１１ 

1３２６５－７４１１ 

1３２６５－７４１１ 

1３２６４－６０３２ 

月 
祝日は開館 

無休 

月 

月※ 

月※ 

ぼ たん しょう あじさい け し ぶ 

きし だ りゅう せい 

美術館・博物館等の催し （９面のつづき） ※印の施設は、月曜が祝日のとき開館し、翌火曜を休館します。 

ばし 

つく 

会　　場 と　　　き毎週

いきいきプラザ一番町（一番町12）

岩本町ほほえみプラザ（岩本町２－15－３）

高齢者センター（神田神保町２－20）
神田児童館(外神田３－４－７昌平童夢館５階)

６/10・17・24 午前１０時～正午

６/９・16・23・30 午前10時～正午

６/11・18・25  午前１０時～正午
６/11・18・25 午後1時３０分～３時３０分
６/12・19・26 午前１０時～正午

６/９・16・23・30 午後２時～４時

６/10・17・24 午後1時３０分～３時３０分

富士見区民館（富士見１－６－７）
かんだ連雀（神田淡路町２－８－１）

　町区民館（　町２－８） 火

火

水

水

木
神田公園区民館(神田司町２－２) ６/12・19・26 午後1時30分～３時30分木

月

月

高齢介護課介護予防係
1５２１１－４２２２
※当日直接会場へ。シルバートレーニングスタジオ

〈区独自制度〉
居宅サービス利用者負担額軽減制度

制度名

▼介護保険サービス利用者負担軽減制度一覧

社会福祉法人等による
利用者負担軽減制度

特定入所者介護サービス費
（食費・居住費）減額制度

対　　象
サービス

すべての介護保険居宅サービス（介護
予防を含む）
【例】
訪問介護、訪問入浴介護、通所介護（デ
イサービス）、福祉用具貸与、特定福祉用
具購入費、住宅改修費など

軽減事業を行う社会福祉法人等が提供
する次のサービス
①通所介護（デイサービス）
②短期入所生活介護（ショートステイ）
③指定介護老人福祉施設（特別養護老
人ホーム）の施設サービス

次の介護サービス利用時の食費および
居住費（滞在費）
①介護保健施設サービス
・介護老人福祉施設（特別養護老人ホ
ーム）

・介護老人保健施設
・介護療養型医療施設
②短期入所生活介護（ショートステイ）

対　象　者

軽減内容

次のすべてに該当する方
①世帯全員の住民税が非課税
②年間収入（仕送りや年金等を含む）が単身世帯で150万円（世帯員１名増すご
とに50万円を加算した額）以下
③預貯金等の額が単身世帯で 350万円（世帯員１名増すごとに 100万円を加算し
た額）以下
④日常生活のために必要な資産以外の資産がない
⑤負担能力のある親族等に扶養されていない
⑥介護保険料を滞納していない

次のいずれかに該当する方
①生活保護を受給している
②老齢福祉年金受給者で世帯全員が住
民税非課税

③世帯全員が住民税非課税で課税年金
収入額と合計所得金額が80万円以下

④世帯全員が住民税非課税で①②③以
外

介護費（10％の自己負担分）のうち７％

介護費（10％の自己負担分）、食費、居
住費（滞在費）の合計額の４分の１
※ただし、老齢福祉年金受給者は２分
の１

【標準的な利用料(目安）】
居住費は特別養護老人ホーム入所また
は短期入所生活介護利用時の従来型個
室　食費1,380円　居住費1,150円
【負担限度額(日額）参考例】
（介護保険料の段階により）
食費300円～650円
居住費320円～820円

必要書類
・申請書　　　　　　　　　・資産および扶養の有無に関する申告書
・収入および預貯金等申告書　・その他必要書類（預貯金等の額が確認できるもの）

申請書

参加費 各回1,000円
講師 古川知泉（ふるかわちせん）
さん（いけばな作家）

申込み ６月16日（月）までに電話
または直接高齢者センターへ。

■携帯電話を使いこなそう
携帯電話の便利な使い方を学

びませんか（今回はドコモの機種
が対象）。
とき ６月27日（金）午前10時～正
午／午後１時30分～３時30分

対象 60歳以上の区内在住者
各回26名（申込順）

講師 NPO法人竹箒（たけぼうき）
の会

申込み ６月21日（土）までに電話
または直接高齢者センターへ。

－いずれも－
会場 高齢者センター（神田神保
町２－201３２６５－３９８１）
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■四番町保育園「マミーズタイム」
おもちゃ作りを楽しみながら、子育

ての悩みにお答えします。６月17日（火）
13時30分～15時
「おおきくなったかな」
保育園入園前のお子さんの身長・体

重を測ります。育児相談もあります。
６月25日（水）９時30分～14時30分

－いずれも－
小学校就学前のお子さんとその保護

者、四番町1113234－2269、要予約

■四番町児童館「みんなであそぼう
ゲーム会」
６月11日（水）14時45分～16時、四番町

1113234－3084

千代田区立図書館では、お子さんが
本に親しめるように、定期的に絵本の
読み聞かせ（30分程度）を行っています。
気軽にご参加ください。
■千代田図書館15211－4289

６月19日（木）11時～（乳幼児向け）／
21日（土）15時～（幼児以上向け）
■四番町図書館13239－6357

６月22日（日）14時～（幼児向け）・14

時30分～（児童向け）

６月10日（火）～７月４日（金）10時～20

時（土曜19時まで／日曜17時まで、６
月22日（日）は休館）、千代田図書館対面

教科書展示会

おはなし会

児童館

保育園

朗読室（区役所９階）、展示内容＝小学
校用教科書採択用見本（平成21～22年
度使用見本）、中学校・中等教育学校
前期課程用教科書（平成18～21年度使
用教科書）、中等教育学校後期課程の教
科書採択用見本（平成21年度使用見本）
育成・指導課指導主事 15211－4286

夏の大自然を仲間と思いっきり満喫
しよう。準備会もあわせてご参加くだ
さい。
■準備会
僕らのお守り「土

ど

鈴
れい

」作り
７月13日（日）10時～15時30分、九段

生涯学習館（九段南１－５－10）
※保護者会も行います（13時30分～15

時）。
■サマーキャンプ
行こうよ、僕らのキャンプ村～秩父の
自然が呼んでいる～
７月29日（火）～31日（木）（２泊３日）、

埼玉県青少年総合野外活動センター
（埼玉県秩父市）、区内在住・在学の小
学校４年生～中学校３年生10名（申込
順）、費用＝6,900円（準備会を含む）、
６月６日（金）９時から20日（金）17時まで
に電話または直接九段生涯学習館
（13234－2841）へ。

富山県黒部市の友達と一緒に黒部の
自然を満喫する「くろべ子ども交流体
験村」を開催します。
８月５日（火）～８日（金）３泊４日、区

内在住・在学の小学校４年生～６年生
30名（抽選）、費用＝20,700円
※詳しくは、広報千代田６月20日号を
ご覧ください。
※定員・費用は変更になる場合があり
ます。

幼稚園保育料等を減額または免除し
ます。
対象 お子さんが区立または私立幼稚
園に就園している区内在住者で、平
成20年度の住民税所得割課税額が次
の条件に該当する世帯または生活保
護を受けている世帯
・区立幼稚園＝10,000円以下
・私立幼稚園＝183,000円以下

申込み 所定の用紙（幼稚園で配布）

幼稚園　保育料を補助

くろべ子ども交流体験村の
お知らせ

子ども自然教室
サマーキャンプ参加者募集

を幼稚園へ。
こども総務課学務係 15211－4284

お子さんが1歳を過ぎたのに、食べ
るのがあまり上手でないと心配してい
る方はご参加ください。

食べる機能を育てるための
講演会・個別相談

▲プロの演奏家と（昌平小学校）

掲載した写真を差し上げます。詳しくは、広報広聴課へ。

６月24日（火）10時～11時30分＝講演
会／11時30分～＝個別相談（希望者の
み）、千代田保健所４階講堂（神田錦町
３－10）、区内在住の1歳～1歳６か月
までの幼児とその保護者10組（申込順）、
講師＝弘中

ひろなか

祥司
じ

さん（昭和大学准教授）、
６月20日（金）までに電話で健康推進課
歯科相談主査（13291－3641）へ。

館　　名 催　し　物 会　期 展示内容等 料金 電話 休館日 

相田みつを美術館 

出 光 美 術 館  

神 田 明 神 資 料 館  

宮内庁三の丸尚蔵館 

国 立 公 文 書 館  

ＪＣＩＩフォトサロン 

衆議院憲政記念館 

し ょ う け い 館  

千 秋 文 庫  

「雨の日には…」 
－相田みつをの生き方－ 

没後５０年　ルオー大回顧展 

江戸の祭礼と神田祭 

富士 
－山を写し、山に想う－ 

明治から大正へ 

森澤勇作品展 
軽井沢時代　１９４７－１９６０ 

永年在職表彰元議員肖像画展Ⅱ 

武良茂（水木しげる）の人生 

佐竹家　狩野派絵師たち 

６/１０（火）～８/３１（日） 

６/１４（土）～８/１７（日） 

～７/２７（日） 

～９/１９（金） 

～６/２９（日） 

～６/２９（日） 

～６/２９（日） 

～７/２１（祝） 

～８/９（土） 

平日 

土・日・祝 

月末 

日・祝 

「雨の日には　雨の中を　風の日には　風の中を」の作品をテ
ーマに相田みつをの生き方に焦点を当てる初めての試みです。 

代表作である連作油彩画「受難（パッション）」と銅版画集「ミセレーレ」
を中心に、約２３０点の作品によってルオーの画業の全貌を振り返ります。 

祭礼の宝庫・江戸、特に神田祭を中心に祭礼に関する錦絵や古写真等の
資料を展示。江戸・東京の祭礼の賑やかな雰囲気を楽しんでください。 

日本画、洋画、写真などさまざまな富士の作品を並べ、明治、大正、
昭和にかけて富士がどのように表現されてきたのかを紹介します。 

明治憲法体制の成立、政府と議会の対立、日清・日露戦争
と戦後経営など。所蔵公文書で歩みをたどります。 

別荘地であった軽井沢は、戦中・戦後間もない厳しい時代の中で独自の風俗を展
開していた。往年の軽井沢を切り取った作品約７０点（全作品モノクロ）を紹介。 

国会議員の在職期間が２５年に達した者は、院議をもって永年在
職の表彰決議が行われる。戦後表彰された議員を順次紹介。 

漫画家水木しげる（本名武良茂）さんが一兵士として体験
した苦労を作品、個人資料、映像で伝えます。 

佐竹家お抱えの狩野派絵師たちが描いた模写絵の中から牧谿・明
兆など中国画を中心に展示し、狩野派の技法について展観します。 

８００円 

１,０００円 

３００円 

無料 

無料 

無料 

無料 

無料 

４００円 

1６２１２－３２００ 

1５７７７－８６００ 
（ハローダイヤル） 

1３２５４－０７５３ 

1５２０８－１０６３ 

1３２１４－０６２１ 

1３２６１－０３００ 

1３５８１－１６５１ 

1３２３４－７８２１ 

1３２６１－００７５ 

月 
祝日は開館 

月 
祝日は開館 

月 
祝日は開館 

月 
祝日は開館 

月※・金 

逓 信 総 合 博 物 館  新収蔵寄贈資料展 ６/１４（土）～７/１３（日） 月 唯一現存する回転式ポストや絵画、図書、切手、郵便局関
連資料など、平成１９年度に寄贈された資料を公開。 1３２４４－６８１１ １１０円 

 

む ら しげる みず き 

美術館・博物館等の催し 主に企画展・特別展を掲載しています ※印の施設は、月曜が祝日のとき開館し、翌火曜を休館します。 

6月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ １０ １１ １２ １３ １４

１５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１

２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８

２９ ３０

7月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ １０ １１ １２

１３ １４ １５ １６ １７ １８ １９

２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６

２７ ２８ ２９ ３０ ３１

発達障がいのあるお子さんを理解
し、支援のあり方について考える講
演会です。
とき ６月28日（土）第１部＝14時～15

時30分／第２部＝15時40分～16時
30分
会場 401会議室・研修室A・B（区役
所４階）
定員 100名（申込順）
内容 第１部＝講演「発達障がい特
別支援の理解と課題」上野一彦さ
ん（東京学芸大学教授＝写真＝）／
第２部＝シンポジウム「世界でひ

とつの花を咲かせ
るために」パネ
リスト＝上野
一彦さん、教
育委員会、青
少年委員、保護
者
申込み 電話またはフ
ァクシミリ（11面参照）で青少年委
員会事務局（こども総務課内
15211－42746 3288－3420）へ。
※問合せは、青少年委員会・津田
（1・6 3341－5884）へ。

発達障がいを理解する
講演会・シンポジウムを開催

しょう

九段中等教育学校の
説明会と学校公開

■説明会
入試日程や募集人員、応募資格、

最新の学校の様子を紹介します。
とき ６月22日（日）①10時～②13時～
③15時～（各回１時間程度、内容
は同じ）

会場 九段中等教育学校体育館（九
段北２－２－１）
対象 区内在住または都内在住の小
学校６年生とその保護者各回800

名（先着順）
■学校公開
授業風景や生徒の学校生活を公開

します。どなたでも参加できます。
とき ６月30日（月）～７月５日（土）８時
～16時30分（土曜は12時20分まで）
問合せ 九段中等教育学校

13263－2091

※電話がかかりづらい場合は13263－
7190へ。▲登校風景



■特別区民税・都民税（普通徴収分・
第１期分）
納税通知書を６月６日（金）に送りま

す。金融機関・郵便局・区役所または
出張所で納めてください。
納期限 ６月30日（月）
平成20年度の税額は平成19年中の所

得をもとに計算しています。詳しくは、
同封のお知らせをご覧ください。
※非課税の方には、通知書を送りませ
ん。
住民税証明書 ６月６日（金）（住民税全
額が給与から天引きされる方は、５
月12日（月））から発行します。
問合せ
課税および税証明＝（区）税務課課税係

15211－4191

納税＝（区）税務課納税促進係
15211－4193

■固定資産税・都市計画税（第１期分）
納税通知書を６月２日（月）に送りまし
た。金融機関・郵便局・都税事務所・
指定のコンビニエンスストアなどで納
めてください。ペイジーマークが付い
ているATMからも納められます。納税
には口座振替が便利です。
納期限　６月30日（月）
問合せ　課税＝千代田都税事務所

13252－7141

口座振替＝（都）主税局徴収部納税促進
課口座振替係 15912－7520

■（都）主税局インターネット公売
自動車と動産を、インターネットの

税　金 せり売りで公売します。
６月18日（水）13時～20日（金）13時
※詳しくは、都が開設したインターネ
ット公売ホームページ（ht tp : / /
koubai.auctions.yahoo.co.jp）をご覧
ください。
（都）主税局徴収部公売係

15388－2986

■納め過ぎた保険料は還付請求を
今までは、満額の年金を受給するた

めに60歳以降に任意加入した方が、満
額に必要な月分を超えて納め過ぎた保
険料のうち、平成17年３月以前に納め
過ぎた分は還付されませんでした。現
在は納付日にかかわらず還付されるよ
うになりました。
「申出書」「国民年金保険料還付請求
書」を社会保険事務所に提出してくだ
さい。
すでに本人が亡くなっている場合

は、相続人が手続きできます。
■第三者委員会への申し立て
年金記録確認地方第三者委員会は、

年金記録の訂正に関して公正な判断を
するために設置されています。
社会保険事務所で自分の年金記録を

照会し、回答に異議がある場合に審査
の申し立てができます。最寄りの社会
保険事務所で受け付けます。
詳しくは、総務省のホームページ

（http://www.soumu.go.jp）をご覧くだ
さい。
千代田社会保険事務所13265－4381

国民年金

入者数×28,800円
※限度額は470,000円
後期高齢者支援金分
加入者全員の住民税総額×０.27＋加

入者数×8,100円
※限度額は120,000円
介護分

40歳～64歳の加入者全員の住民税総
額×0.1＋40歳～64歳の加入者数×
11,100円
※限度額は90,000円
基礎分＋後期高齢者支援金分＋介護

分＝１年間の国民健康保険料
■保険料の軽減措置
①住民税率の一律10％化で影響を受け
る方には、昨年度と同様に保険料を
軽減します。
②65歳以上の旧被扶養者（※）の方は申
請により所得割は免除、均等割は５
割軽減します（加入から２年間）。
※旧被扶養者＝75歳に達したため社会
保険から長寿（後期高齢者）医療に移
行した方に扶養されていた方。
保険年金課国民健康保険係

15211－4204

平成20年度の国民健康保険料決定通
知書と納付書（1年間分）を６月19日（木）
に送ります。納期限までに納めてくだ
さい。すでに国民健康保険の資格が無
い方でも４、５月に加入していた場合
は、その月の保険料を納める必要があ
ります。
■一部の世帯は10月から年金天引き
次の①～⑥の条件をすべて満たす65

歳～74歳の世帯は、６月～９月分は納
付書で、10月からは特別徴収（年金か
ら天引き）で納めることとなります。
特別徴収（年金天引き）の条件
①世帯主が国保に加入している
②世帯の国保加入者全員が65歳以上
③保険料を口座振替していない
④世帯主の受給する年金が年額18万円
以上
⑤世帯主の介護保険料は年金からの天
引き
⑥国民健康保険料と介護保険料の合計
が年金額の２分の１を超えない
■平成20年度の保険料計算方法
基礎（医療）分
加入者全員の住民税総額×０.９＋加

国民健康保険料 決定通知書を送ります

案の利害関係者は公述ができます
（１人10分程度）。６月16日（月）（必着）
までに所定の申出書（縦覧場所で配
布）を郵送で東京都都市整備局都市
計画課（〒163－8001新宿区西新宿
２－８－１15388－3225）へ。
※意見の要旨を考慮して選定します。
公聴会 下図表のとおり
※８月４日（月）に23区、８日（金）に都内全
域の都市計画の公聴会を行います。
問合せ 都市計画課都市計画主査

15211－3610

都は「都市再開発の方針」「住宅市街
地の開発整備の方針」の改訂にあたり
公聴会を開催します。詳しくは、都の
ホームページ（http://www.toshiseibi.
metro.tokyo.jp）をご覧ください。
対象区域　都内23区、市、瑞穂町およ
び日の出町
方針案の縦覧期間 ６月16日（月）まで
縦覧場所 （区）都市計画課（区役所５階）、
（都）都市整備局都市計画課（都庁第二
本庁舎21階南）
公述の申出 区域内に在住または計画

都市計画の素案 公述申出と公聴会

千代田区コールセンター　3264ー3910
サンキューイーワ
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収入額が一定以下で生活の支援を希
望する世帯を要援護世帯として登録
し、見舞品等を贈ります。登録は年度
ごとですので、昨年度に支援を受けて
いる方も申込みが必要です。必要書類
等詳しくは、お問い合わせください。
対象世帯 次のすべてに該当する世帯
（生活実態により、住民票が世帯分
離していても同一世帯とみなす場合
があります）
①区内在住
②世帯の収入が生活保護基準額の1.15
倍以内（世帯構成により基準額が異
なります）
③生活保護を受けていないこと
申込期間　６月９日（月）～７月４日（金）
※申込みについては、必ず事前にお問
い合わせください。
社会福祉協議会 15282－3711

65282－3718

８月27日（水）・28日（木）９時30分～16

時15分、都庁第一本庁舎大会議場、都
内で屋外広告業を営む方または営もう
としている方250名（申込順）、受講
料＝4,900円（別途テキスト代が必要で
す）、６月23日（月）～27日（金）９時30分～
16時30分に所定の申込書（（区）まちづく
り総務課占用係〈区役所５階〉で配布）
に受講料を添えて直接（都）都市整備局
市街地企画課（新宿区西新宿２－８－１
都庁第二本庁舎３階南1 5388－3335）
へ。

屋外広告物講習会（2日制）

平成20年度
要援護世帯の登録申込み

区内で実施する生涯学習関連の講
座、講習会、イベント、施設、刊行物
などをまとめた「ちよだ生涯学習ガイ
ドブック」を発行しました。出張所、
情報コーナー（区役所２階）、九段生涯
学習館、スポーツセンターなどで配布
します。生涯学習の手引きとして、ご
活用ください。
九段生涯学習館 13234－2841

34歳以下の方を対象とした就職面接
会です。１度に複数の企業と面接がで
きるチャンスです。履歴書を用意の上、
当日直接会場へ。
６月21日（土）13時30分～16時30分、

東京しごとセンター地下講堂（飯田橋
３－10－３）
ハローワーク飯田橋U－35

ユーサンジュウゴ

15212－8609

受講資格 申込日現在、勤務地または
住所地が東京都で、一定期間の実務
経験を有すること
※詳しくは、受験要項をご覧ください。
受験要項の配布 ７月15日（火）まで（財）
東京都高齢者研究・福祉振興財団
（新宿区神楽河岸１－１1 5206－
8735）、情報コーナー（区役所２階）、
高齢介護課（区役所３階）等で配布し
ます。
試験日 10月19日（日）

東京都介護支援専門員
実務研修受講試験

若年者向け合同就職面接会

平成20年度版
ちよだ生涯学習ガイドブック

・ ゲリラなどによる攻撃時
・ 大規模テロ発生時
警報があったときの行動は、防

災課で配布しているパンフレット
または区のホームページ「防災情
報」（http://www.bousai .c i ty .
chiyoda.lg.jp/disaster）をご覧くだ
さい。
防災課 15211－4343

J－ALERT
ジ ェ イ ア ラ ー ト

（全国瞬時警報システム）6月よりスタート
このシステムは、他国による武

力攻撃などの緊急事態が発生した
場合に、国民保護のために必要な
情報が通信衛星を通して国から瞬
時に伝達され、防災行政無線を自
動的に起動し警報を放送するもの
です。
警報の放送はこんなときに
・ 弾道ミサイル攻撃時
・ 航空攻撃時

習会を積極的に広報できること
・講師の人選および交渉を行える
こと
対象講座
・10月から平成21年３月末までに
実施する、新規会員募集を目的
とするもの
※営利、政治、宗教活動は不可。
助成額 １団体10,000円（上限）
申込み ６月30日（月）17時（必着）ま
でに企画書（募集要項の裏面）を郵
送または直接九段生涯学習館（〒
1 0 2－0 0 7 4九 段 南 1－5－1 0

13234－2841）へ。

生涯学習団体の新規会員募集に助成
区内の生涯学習団体が、新規会

員募集のための講座・講習会を開
くときに、講師謝礼金の一部を助
成します。詳しくは、募集要項（区
立施設で配布）または九段生涯学習
館ホームページ（http : //www.
kudan－ll〈エルエル〉.info）をご覧
ください。
対象団体（50団体まで）
・10名以上の会員を有し、区内在
住者が半数以上であること
・月１回程度区内で活動している
こと
・新規会員募集のための講座・講

と　き 会　場 

８月４日（月）１０時～ 都庁第二本庁舎 

５日（火）１０時～ 立川市女性総合センターアイム（立川市曙町２－３６－２） 

６日（水）１０時～ 小平市福祉会館（小平市学園東町１－１９－１３） 

７日（木）１０時～ 調布市文化会館たづくり（調布市小島町２－３３－１） 

８日（金）１９時～ 都庁第二本庁舎 

▼公聴会 
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おいしいお茶とおしゃべりで、楽し
いひとときを過ごしましょう。ちよだ
ボランティアセンターで実施した傾聴
ボランティア養成講座の修了生がふれ
あいサロン「ココ」を開きました。当
日直接会場へ。
６月11日（水）14時～15時、西神田併

設庁舎３階サロン（西神田１―３―４）、
おおむね60歳以上の区内在住者、参加
費＝200円
※毎月第２水曜日に開催。
社会福祉協議会 15282―3711

65282―3718
info＠chiyoda-cosw.or.jp

■四ツ谷駅前広場（サンサン広場）
６月15日（日）10時～15時（準備は９時

30分～・雨天中止）、18歳以上の区内
在住・在勤・在学の個人またはグルー
プ10店舗（申込順）、出店料＝500円、
前日までにファクシミリ（記入例参照）
で千代田区さくらんぼの会・宮（1・
63288―3156）へ。
■いきいきプラザ一番町カスケードホ
ール
７月５日（土）10時～13時30分（雨天決

行）、区内在住・在勤・在学の個人ま
たはグループ30店舗（抽選）、出店料＝
700円、６月20日（金）までに往復ハガキ
（記入例参照）に主な出品内容を記入の
上、ちよだ環境ボランティア・窪田憲
子（〒101―0054神田錦町１―1213295

フリーマーケット出店者募集

ふれあいサロン「ココ」

―6480）へ。
－いずれも－

営利目的の出店不可。

シルバートレーニングスタジオや高
齢者センターのマシントレーニングで
指導・補助をするボランティアの養成
講座です。今回は初めての方向けです。
６月27日（金）13時30分～15時、401会

議室（区役所４階）、前日までに電話で
高齢介護課介護予防係（15211―4222）
へ。

７月７日・14日・28日いずれも月曜
（全３回）18時30分～20時15分、スポー
ツセンター（内神田２―１―８）、区内
在住・在勤者50名（申込順）、費用＝
1,000円、指導＝千代田区アマチュアダ
ンス協会、７月４日（金）までに電話また
はファクシミリ（記入例参照）で千代田
区アマチュアダンス協会・大塚（1・
63256―0845）、星（13291―8106）へ。

７月12日（土）18時30分～、スポーツ
センター（内神田２―１―８）、区内在
住・在勤者80名、運動着・運動靴（室
内履き）を用意し、当日直接会場へ。
千代田区ラジオ体操会連盟・川井

13261―3472

若い人から高齢者までの健康づくり
に、運動浴プールを活用した水中ウォ
ーキングなどを行います。
７月22日（火）～９月30日（火）各コース10

回
・火曜コース（65歳以上）14時～15時

アクアビクス教室

ラジオ体操指導者講習会

社交ダンス初心者講習会

いきいきリーダー養成講座

・水曜コース（65歳以上）14時～15時
・木曜コース（65歳未満）16時～17時
・金曜コース（65歳未満）14時～15時
・土曜コース（初心者向け）14時～15時
神田アクアビクスプール（神田淡路

町２―９）、医師から運動制限を受け
ていない区内在住者各コース15名（抽
選）、参加費＝2,000円、持ち物＝水
着・水泳帽・タオル、６月13日（金）ま
でに往復ハガキ（記入例参照）で健康推
進課健康推進係（〒101―0054神田錦町
３―1013291―3646）へ。

７月28日（月）～31日（木）（全４回）18時
50分～19時50分、スポーツセンター内
プール、16歳以上の区内在住・在勤者
15名（抽選）、参加費＝3,000円（入場料
を含む）、７月14日（月）（必着）までに往
復ハガキ（記入例参照・１人１枚）でス
ポーツセンター（〒101―0047内神田２
―１―８13256―8444）へ。
※館内への入場は、開始15分前から。

ゴムチューブを使って、おなかを引
き締めよう。
８月コース＝８月６日・13日・20

日・27日いずれも水曜18時30分～19時
30分、スポーツセンター、16歳以上の
方15名（抽選）、指導＝ハルスポーツビ
レッジ公認インストラクター、費用＝
区内在住者4,000円／区外5,000円、７
月15日（火）（必着）までに往復ハガキ（記
入例参照・１人１枚）に性別と「チュ
ーブレンタル・購入」の別を記入しス

アンチ・メタボプログラム

めざせ25m
クロール水泳教室

ポーツセンター（〒101―0047内神田
２―１―８13256―8444）へ。
※チューブレンタル料＝１回500円、
購入＝4,935円（DVD付）

６月１日～７日は、HIV検査普及週
間です。
感染が心配なときは、まず相談しま

しょう。感染の早期発見や感染予防に
つながります。
エイズの相談や検査は、匿名・無料

で、保健所で受けられます。検査日時
は、広報千代田毎月20日号でお知らせ
しています。
健康推進課保健予防係13291－3655

今年度から受診期間を延長しまし
た。30歳、40歳、50歳、60歳、70歳に
なる方と過去３年間に健診を受けた方
には、６月下旬に受診券を送付します。
７月１日（火）～12月31日（水）、30歳以

上の区内在住者（受診日現在歯科治療
中の方を除く）、健診内容＝歯の診査、
歯周の診査、口腔清掃状態
※電話で指定歯科医療機関（一覧を受
診券に同封）に予約し、受診券と健
康手帳（お持ちの方のみ）をお持ちの
上、受診してください。なお、時間
は各指定歯科医療機関の診療時間内
です。上記以外の方は、電話で健康
推進課健康推進係（13291－3646）へ
申し込んでください。

成人歯科健康診査

HIV検査を受けましょう

申込書の記入例

①催しなどの名称

②郵便番号・住所

③氏名（ふりがな）

④年齢

⑤電話番号

※託児サービス（満１歳～小学校就学前が対象）
を希望する方は記入⑥お子さんの氏名（ふ
りがな）⑦生年月日

※託児サービスは本文に表示がある場合。
※往復ハガキの場合は返信側にも住所・氏名
を忘れずに。

※在勤・在学の方は勤務先（学校名）、所在地、
電話番号も記入。

※費用の記載の無いものは原則無料。

現代は五感を酷使することによっ
て、五感の老化（エイジング）が若
年化する傾向にあります。老化予防
のヒントを話します。
とき・内容 下図表のとおり

会場 千代田保健所（神田錦町３―10）
対象 20歳以上の区内在住者各回50

名（申込順）
申込み 電話で健康推進課健康推進
係（13291―3646）へ。

生活習慣病予防教室（２日制）

と　き

五感のエイジング（老化）とア
ンチエイジング（老化予防） 

栄養バランスのよい食事

初心者のための自宅でできる
①正しい姿勢②ストレッチ③
筋肉トレーニングの実際

指で測る血管年齢の測定

７月４日（金）
１３時３０分～
１５時

７月１１日（金）
１３時３０分～
１６時

神尾友和さん（神尾記念病院院
長） 

管理栄養士

闍木東子さん（運動指導員） 

保健師

内　容 講　師

加賞を贈呈します。
標語は表面に、ポスターは裏面に、

学校名・学年・氏名を記入し６月27日
（金）（必着）までに郵送または直接福祉総
務課厚生係（〒102―8688九段南１―２
―１区役所３階15211―4211）へ。
■昨年度の受賞作
実施委員会委員長賞
・「ありがとう」いい街つくる　キー
ワード
中川裕貴さん（富士見小学校６年）

・おもいやり　形にすれば　ほら笑顔
江森あずささん（神田一橋中学校
２年）

※学年は受賞時のものです。

犯罪や非行のない明るい社会を目指
す「社会を明るくする運動」を、もっ
と身近に感じていただくため、小・中
学生の皆さんから標語とポスターを募
集します。
対象 区内在住・在学の小・中学生
応募作品 標語・ポスターともに、日
常の家庭生活、学校生活の中で「犯
罪や非行のない明るい社会づくり」
に関連する内容
・標語＝A4縦二つ折りの大きさ程
度の紙に、本人自筆で縦書き
・ポスター＝市販の画用紙大の大き
さ程度でクレヨン・水彩等
優秀作品には賞を、応募者全員に参

社会を明るくする運動
標語・ポスターの募集

☆6月は就職差別解消促進月間～催しの問合せは（都）産業労働局労働環境課（15320―4649）へ☆

ビデオ広報わがまち千代田は、
区役所２階と出張所等の区立施設
やホームページでご覧いただけま
す。
▼番組内容（予定）
・神田すずらんまつり
・合同水防訓練
・秋葉原パトロール
・新庁舎１周年記念イベント
・わたしのまちの美術館「日本カ

メラ博物館」
■MXTV
MXテレビ（東京メトロポリタン

テレビ・９チャンネル）で６月22日
（日）12時から放送します。
■ケーブルテレビ
東京ケーブルネットワーク

（TCN・５チャンネル）で毎日２回
９時からと19時からの15分間放映
しています。週替わりで最新作と
過去に制作した作品をお送りして
います。最新号は６月23日（月）～29

日（日）に放映します。
※開局地域で、ケーブルテレビに
加入している方がご覧になれま
す。
広報広聴課 15211―4171
http://www.city.chiyoda.lg.jp

ビデオ広報「「「「わわわわががががままままちちちち千千千千代代代代田田田田」」」」No.316
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都民住宅は、中堅所得者を対象とす
る住宅で、所得基準が都営住宅とは異
なります。先着順受付をする住宅もあ
ります。詳しくは、募集案内をご覧く
ださい。
申込書の配布 ６月11日（水）まで（都）住
宅供給公社募集センター（渋谷区神宮
前５―53―67）・都庁・出張所・情報
コーナー（区役所２階）・まちづくり
総務課（区役所５階）等で配布します
（出張所・まちづくり総務課は土・
日、情報コーナーは日曜を除く）。
申込み ６月16日（月）（必着）までに募集
センターに到着したものに限り受
付。
（都）住宅供給公社募集センター

13498―8894
http://www.to-kousya.or.jp

さくらの実から染めた和紙と、さく
らの押し花を使ってコースターを作り
ます。
６月14日（土）13時30分～16時、九段

生涯学習館４階実習室（九段南１―５―
10）、定員30名（申込順）、講師＝さくら
を楽しむ会、費用＝500円（材料費）、
６月12日（木）までに電話またはファク
シミリ（11面参照）で道路公園課都市施
設主査（15211―424363264―4792）へ。
当日連絡先 1080―3171―9433

さくら染色教室

都民住宅（東京都施行型・
家族向）入居者

時代背景の解説を含め、数字・単
位・かな文字など基本的なくずし字を
学びます。
６月20日（金）・24日（火）・27日（金）・７月

１日（火）・４日（金）（全５回）14時～16時、
四番町歴史民俗資料館（四番町１）、定
員20名（申込順）、講師＝四番町歴史民
俗資料館学芸員、費用＝1,000円、前
日までに電話で四番町歴史民俗資料館
（13238―1139）へ。

30代のためのマネープラン講座
マイホーム購入や子どもの教育資金

など、30代から準備を始めたいマネー
プランの基礎知識と情報収集のコツを
教えます。個別相談もあります（申込
順・１人15分程度）。
※申込みには区立図書館の利用登録が
必要です。
セミナー＝６月25日（水）19時～20

時／個別相談会＝①６月25日（水）11時
30分～13時②18時30分～19時③20時～
20時30分④28日（土）11時30分～13時、
千代田図書館研修室（区役所９階）、セ
ミナー定員12名（申込順）、講師＝三

み

藤
とう

裕
ゆう

子
こ

さん（三井生命保険（株）ファイナン
シャルアドバイザー）、平日10時～18

時に電話または直接千代田図書館（区
役所10階カウンター15211―4289）へ。

７月８日～12月２日の毎週火曜（８月
12日と９月23日を除く全20回）19時～20

時30分、西神田併設庁舎３階会議室、
手話初心者30名（区内在住・在勤・在学
者を優先し抽選）、講師＝山

やま

本
もと

実
じつ

代
よ

さん
（手話通訳士）、参加費＝25,000円（テキ
スト代込み・受講決定後、事前に振込
み）、６月25日（水）までに往復ハガキ・
ファクシミリまたはEメール（11面参照）
に応募動機を記入しちよだボランティ
アセンター（〒101―0065西神田１―３―
４西神田併設庁舎４階15282―37166
5282―3718 volunteer＠chiyoda-
cosw.or.jp）へ。

手話入門講習会

千代田図書館マネーセミナー

古文書講座 入門コース

裁判員制度は、区民の皆さんが裁判
員として刑事裁判に参加し、裁判官と
一緒に判決を決める国民参加の司法制
度です。来年５月21日のスタートに向
けて、裁判官と裁判員裁判を体験して
みませんか。法服の試着もできます。
７月10日（木）14時～16時30分、区民ホ

ール（区役所1階）、定員60名（申込順）、
７月８日（火）までの平日９時～17時に

電話で東京地方裁判所総務課庶務第一
係（13581―2262）へ。

洋楽の基礎を築いた幸田姉妹

～延
の ぶ

と幸
こ う

～
シリーズ「千代田の輝ける女性た

ち」（連続５回講座）第３回目は、幸
田露伴の妹・幸田延と幸の姉妹で
す。二人は紀尾井町と四番町に住み、
日本での洋楽普及に努めました。
「漱石が聴いたベートーヴェン」の
著者の瀧井敬子さん（東京藝術大学
演奏芸術センター講師）にお話を伺

います。
６月24日（火）18時30分～19時30分、

グランドアーク半蔵門（隼町１―１）、
定員50名（抽選）、６月17日（火）（必着）
までに往復ハガキ（11面参照）で千代
田区文化芸術協会おとなの寺子屋
係・新井（〒102―0074九段南１―
５－1013262―5411）へ。

体験しよう　裁判員in千代田

▲準グランプリ　「ナイスポジション」谷
たに

村
むら

享
きょう

二
じ

さん
★講評★
カメラアングルが良かった。散り始めた桜を濠

ほり

の上から見下ろしたとこ
ろにキャッチボールをする少年を撮り込むという構成が良かった。芝の緑
と桜の組合せの良さと野球少年をポイントにしたところが優れている。

入賞・入選作品を展示します。
とき ６月10日（火）～16日（月）10
時～19時（最終日は17時まで）
会場 区民ホール（区役所１階）

展品作選入 審査員
松本徳彦さん
（日本写真家協会専務理事）

中嶋好仁さん
（東京ビジュアルアーツ学校長）

準
グ
ラ
ン
プ
リ

「
春
風
の
中
を
」
坂さ

か

本も
と

義よ
し

治は
る

さ
ん

★
講
評
★

桜
、
青
い
空
、
白
い
雲
、
水
面
に
浮
か
ぶ
ボ
ー
ト
。
桜
を
表
現
す
る
た
め
に
必
要

な
も
の
を
画
面
に
入
れ
込
む
こ
と
で
、
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
で
は
あ
る
が
、
心
地
良
い

空
気
感
を
漂
わ
せ
て
い
る
。
も
う
少
し
軟
ら
か
い
感
じ
の
プ
リ
ン
ト
が
良
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
、
と
感
じ
る
。

▲

さくら写真コンクール受賞者（敬称略）
★グランプリ 「オアシス」 伊藤晃（豊島区）
（千代田区文化芸術協会会長賞）

★区長賞 「いたずらっ子」 今泉三男（豊島区）
★準グランプリ 「ナイスポジション」 谷村享二（千代田区）
★準グランプリ 「春風の中を」 坂

さか

本
もと

義
よし

治
はる

（足立区）

★優秀賞 「春の池」 久保京子（川崎市）
★区民賞 「花筏と電車・電車・電車」 佐

さ

久
く

間
ま

廣
こう

太
た

郎
ろう

（千代田区）
★審査員特別賞 「夜桜爛漫」 鈴

すず

木
き

康
やす

友
とも

（柏市）
★審査員特別賞 「花日和」 青

あお

木
き

信
のぶ

弘
ひろ

（墨田区）

★ジュニア賞 「桜道」 林
はやし

あゆみ（目黒区）
★ジュニア賞 「サクラ咲く散歩道」 深

ふか

川
がわ

まりも（千代田区）
★ジュニア賞 「悠久の桜」 丸

まる

山
やま

侑
ゆう

起
き

（千代田区）
★ジュニア賞 「同期の桜」 小

お

川
がわ

悠
はる

樹
き

（足立区）

※このほかに、入選作品が40点あります。

おとなの寺子屋

☆千鳥ケ淵ボート場休業中～来年3月リニューアルオープン予定～問合せ区民商工課15211―4185☆

く ぼ きょう こ

い とうひかる

たにむらきょう じ

いまいずみみつ お


